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Department of 
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Department of ture, Sandakan 

i Mnni!n ふ ttlement Scheme 

Agricul turn! Station (0 il Palin Research Station), U ln Dus1.m 

North Borneo Fishing Ca, Ltd. 

Lahad Datu 

Department of Agriculture, Lahad Datu 

Agricultural Station 

Teck Guan Estate (Rubber, Oil Palm) 

Tawau 

Department of Agriculture, Tawa u 

Cocoa Research Station, Quoin Hi 11 

Kuala Merotai Settlement Scheme 

Merotai Besar Land D Scheme 

Borneo A baca L t dポ

Lormalong Land Development Scheme 

Mostyn Pa加 Processing Ltd. 

Mostyn Estate 

A四 icultural Station. Tawa u 

Semporna 

Department of riculture, Sempon珀

Agricultural Station, Sernpoma 

泌 mponia Island Scheme 

2) 説明蕊討謡。その他調査協力者

Kota Kinabalu 

Mr. G. E. Bel ton Assistant Director, Department of Agriculture 

Mr. A. R. 伽 oting Director, State Engineer, Department of Drainage and 

Irrigation 

Mr。P.Ramanathan General Manager, Sahah Padi Board 

Kota Belad 

Mr, 1nien Thau Shen. Agricultural Officer, Dept. of Agriculture, Kota Belud 

後藤隆郎氏

草野忠征氏

Tuaran 

日本海外青年協力隊

日本海外青作協力隊

Dr. Y. T. Shao Assistant Director (Research), Department of Agriculture 

Mr. J. F. 閻叩 Research Officer (Agrmom ist), Agricultural Research Center 

Miss N. I. Shienie Librarian, Agricultural Research Center 
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Mrゅ Thani bin Abdul Hamid 

Mr. Maturin Dai 
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Department r、if Agriculture, Pa,:nr 
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Mr. Gu!ian 紅 Angian いDepartrnent of Agri cul turf¥ R Panfort 

Mr. fvloPA:i Sal leh bin Baba Manager, K lias Settlement Sche:ne 
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of ture, Saridakan 

Mamger, SU11雰 iMani la Settlement Scheme 

Agricultural Officer, Oil Palm 

Research Station, Ulu Du訊m

Mr. Chok⑬ in Chung Agricultural Assistant, Oil Palm 

Mr. Alfred Chin 

Research Station, U lu Dusun 

Assistant AgTicultural Officer, Dept. of 

ahad Datu 

icul tureさ

Mし Hon H雰n Agricultural Officer, Dept. of 

Mr. Stephen Lai Siew Fung Agricultural Assistant, 

Station, Tawau 

ture, Tawau 

tura! 

t,;ir、. K. P. G. Nair 

Mr. 恥 gat Ahmad 

Mr. A. Majid 

Mぃ LamNgan 

Semporna 

Mr. Cletus W叩 g

Assistant Agricultural Offlcer, Cocoa Research 

Stat ion, Quoin Hill 

Manager, Merotai Besar La叫 Developnunt Scheme 

Manager, Lormalong Settlement Scheme 

Assistant Engineer, Mostyn Palm Processing Ltd, 
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.Mr惰 Haji Moham.rnad L iala Field Su因 rvisor,Semporna Island Scheme 

(1) Kota K inabaluにおいて州政府各機閣を訪ね資料を収集
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Settlement Schemeにつ¥,',

Settlement Scheme 等につい

その実屑惰況について説明をう lいい

と 実砲上の間題

点を聞きとるし

(4) 最近におけ

等から聞取る Q

〈5) 町の市場Tamu (日曜市）

(6) 一部の地域で

価格等の変動な ついてAgriculturalOfficer 

をうけ、経営について哨単な買間をりなう。

(7) Tuaran O)Agricultura! Resarch Center 
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函bah

て来てい る政策が氏られて来たこと

する。そしてまたでそれによって、そ

(2) 函bah

そして 20世記に入ってコムか、 Sabahの主要な諭出品であったe そして戦後ゴムを中心とし

1 9 5 0 

木材の輸出額はゴムのそ し、

するところか大ぎい。

(3) 過去 10ヶ年間の木材生産の伸び率は平均して年 21 %の高率を示しており、、その罰千の 5ケ年1幻

では年率 25%て記った0 1 9 6 1年当時の木閲輸出頷は約 1! 意トル, Sabahの輸叫総領の 4

占めてしたが、 l 9 6 7年には 3億 2千万ド］レ、輸出総頷の 77%を占めるに至った 0 1 9 6 7汀じ)

(4) 

大雑把に言って、タハ

も

大ぎな輸出商品であるコム

鉦外における

』りべ‘ ’ 一、仁、

Sabahの経済はゴムによってリー「さ己て東た。し

える

s
 

る木材輸出価格はぎわめて昭調てあり、太材生産増加の速度（最近 5ヶ

する結果をもたらずであろう。しかし長期的に

て来た3

1 9世紀の太にはタバコか鴻

1 2倍である。

て大ぎいことによる 3 昂立におけ

1 6 %)  

t~,' ヽ只
3

~
／
ヽ
‘

力として働ノ、ことは明らかと思われる。

なすととらに、州の財政収入の詰幹として、

ぎな役割を打I-,.叉いる。 1 9 6 4 

ることとなったので、州独自の財政収入につい そ

し少ぷ）
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ることとなった。 19 6 7年の州の財政収入 1億2千 6白万ドルのうち、約 40% 

がForest Roy叫 ty に依存するものであり、 1 9 6 8年には Fores t Royalty は財政収入0)6 0 

％を超えるとされている。これはも国土の 8割が森林に覆われ、木材資源かぎわめて農富なこと、阿

川を利l用して木材の振出か容易に行なえること、価格が墜調を保っていることなどの要［月の他に冷木

材の翰出による収益が、総人[―」の 85%を占める農村居住者の生活水準向上の手段としての農業開発

の、重要な fund となっていること芯そして森林伐採跡地の農業的和用による経済の名様化が企図さ

れていることによるものである。

(6) 森林伐採跡地の農業的利用は、非経済的な零細農家および耕地をもたない農漁村民の Settlement

に重点が眉かれている。 Settlementの一部には米などの食糧作物、ゴム、ココナツなどの作物の導

入もあるが、大部分はオイルバームの新植か推淮されている。最近におけるコムの輸出価格の低落

(1 9 6 7年の輸出単価ぱ 19 6 0年当時の 2分の 1以下である）が、ゴムの収袖力を滅退させ、そ

の増植を妨げている半面、オイルバームは単位面積当り収益かゴムのそれを上廻り、かつ比較的容易

に森林伐採跡地が利用でぎるからである。しかし、バームオイルの輸出価格も漸落煩向にあり、オイ

Iレパームの急速な増植にも間題なしとはしない。現在計画され実施に移されている 23のMajor
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Beiud』［屈ぷで 20 0エーカー
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なとじ）

れた Sahah Padi 

礼る o 1¥(・年度このための費用として Sabah Padi 

して水田面柏いえ勺 40 

に米の二塁作か計詞され

なわれ久只こずぎ

よる耕まぷ左ー」とする）、

（水牛に脅しされるのを防ぐため）
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の稲作技術の改良（例え 1ま、
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Assiヽted Pad1 

ある心

Fertilizer Scheme 

によって廿Iり料の無償叫在-(Padi 作付面積の 3 分の 1 に，凶要な l\cl—)かイ］なわれているか丸その効果は

明らかてはない。 の促進か凶翠であろうし、 0) 

他、

(12) 

品種、

東甜昇ての大規模稲作は、土壌条件、

釈， 'o

からは充分爪詣と苫えられる心 しかし）＜規模圃場じヘ
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凸成のためこは、起伏の多 されなげ九はならだいし、現在農地凸成に用いられてし

る すなわち、 と焼仏いというやり 水田の凸成にかなりの困難か伴なうも 0)と

、

31.
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思われる。

米の

化量が増大した塩合

としヽう誘囚か必須である。西毎髭地JIでの米の応且1,

OJため ちに凶疫となろう。

場合によっては政府の市場介入も凶要である。

⑭ Land Settlement 如何に

占としての原庄八などの性格、荘欲などか閏題とされているか、

善などの1昔屈か克っと積極的に行なわるへきであろう c

U5l 

Scheme 

オイルパーム (J)生産力ならひに技術水準について

させるかにある。この際入粕

の技術教育、

な半国は困雑である。技術的にはWest Ma 

朗、 るようである 3 ま

その大部分か末戊熟な現伏におし、て1丸適確

ての経験かそのま＼利用されているか、移植の時

病害なと、｛支術的に入朽者の知識水

準ではかなり困難と鳥われるものかある。

産段階に達している入木直地もあるのて、b 流岨に

入るのは移紐後 3~4年後てあり、

る配慮ともとも、

ま

としよう。

閥 l 9 6 6・ 年におげる函bah

諭入額を上娼っているし人口の堺加、

るて克ろう'
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とづいて指導されている（普及指直面での日

在二期作についての
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1 9 6 l年にぱ西靡岸北部のJesselton-Kota 

も力を庄ぎ、

Agricul 

として東西！均洒岸を結ぶ Jesselton -Sarrlakan道路が訂画され眉工されたもまた

Beltrl -Ku山 t道路か出来上'・'た。
l) 

Fundsを岨じて、医療、教育、農業等への開発投資を行なった。これらによって、

の試験が行なわれるようになり、

土度図が作られた。
2) 

Sabahの経済史の特色は、ある特定の産物の市況が有利に展開していると彦は、

力奨励され、その生産に適した土地かもっばら聞発されて来たことである。従って、

時代、ゴム時代、木材時代か歴史的に明確に区分されると同時に、それそれ

地理的にも区分される。

The British 

（ゴムの一種）、

一部はThe S.:1b叩

North Borneo 

コ‘ し

c また英国政府は年々 Colonial

1 9 6 5年までに約 55万エーカ

damar (樹液）、

De1--urtment 

Development 

それ

of 

and Welfai℃ 

可埒亡

各種作物

ヽ
り／

その産物の生産が極

ふbahではタパコ

出し得るものは殆んどなかった。しかし当時中国人か伝約内に嗜好し、かつその収集に当っていた

Birds'nestsの収集輸出によってその収入の途を確立した。 Chartere心

（涸窟）の発見につとめるとともに、その 6()年の統治を通して、多く

Birds" nests とともにいろいろなジャノグルからの採取物、例えは rattans(とう）' gutti← iierふ；i

マラヤドルで、その 3分の 1は、 Birds11iests, rattans, gutta-perchaによるものであった。

1 8 8 1年、東海痒の Silamに

La叫 Farm 

Chartered 

ヵ玉ック、

Companyに下附さ

l 8 8 ,1年、 l,iirdon に送られたサンプル

出荷されたも O)

Companyが北ポルネオの経営に乗り出し

さ

1 8 9 1 

Company 

をそ

は新し

l 8 8 5年の輸出総額は 40

輸

そこでタバコ

かし、市況の不利化(

の品質と評価さ

1された。以降高い価格に刺激さ

弱体なエステートは脱落したが、タバコの生産はなおも漸増しつづけ、

から cigaretteへの嗜好の変化とアメリカ

よる）、度直なる洪水、病害等によって、北ボルネオにおけるタバコ生産

てこれに拍車をかけたものは有利なゴムの登場であった。

ら
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テートが生まれ、夕／‘、一jの輸出頷も急増した。しかし、

国が輸入葉に高平関悦を適用して、国内産タバコの奨励措騰をとったため、価格は下落した。そのため
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その農場（乃

られた。

/、: 0)エ

るアメリカ

ンヽ
ー4

 

2,018.18 2マラヤドルに達した。なお 18 8 5年の輸出額は 82 2マラヤドルにすぎなか +• l 
''-o v 

でのタパコ

して来た。そし

ゴムはタバコに比し熟練労働をそれほど要しないし、病喜におかされること応少ない。また上地を選

ぶことも少なく、エステートでなく個々の小規模経営ても栽培が可能であるという利点かある。北ボル

ネオにゴムが初めて試作されたのは 18 8 2年であり、 l 8 8 4年に ¢ ） 

商業的には 18 9 2年に Labuk川流域に 75エーカーの栽培が行なわれた ある。しかし淑

1 8 9 9年試験農場か内陸のTenom に移され、 また政府はタバコの収益によ、って

1) K. G. T regonmng, op. cit. pp. 224-226 

2) D. H。Urqu加 rt,op. cit.)11. 5-7. 16~17 

State of Sa bah. Anmia l Re1x,rt of the D Ppart ment 

Jesselton, l 967, p. 62 
of Agriculture ! 96りと
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の lつとなった。そ

オにおける

人が、

られ、

of 

5年）は Britih

6 2 7 
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1~0 

1 9 5 8年に木材の翰出頷は ::Iムのそれをはしめて上廻ったが、ゴム、木机とも

lを占めていた，そしてそれが 19 6 7年になると、木材の輸出額は全体の 78%を占め、第 2位に

置するゴムの輪出額の 12倍の大ぎさを記録することになった。つまり、少くとも過去 1()年i臼］の輸出
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!)木村'l羹の発展につし、-cぱ、前盟 K.G. Treg011nrng, 

キナハル日本国領巾館、サハ珀観、 1 9 6 8による。
2) Mission of the lntermtional Ba池 for Reconstruction and Development, Report 

on the Economic A叩 ects oi Melaysia,Kmla Lumpur, 1963 

し

-、
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在コタャプ~ハル日本危貝市館、サハ）［鱈見 l 9 6 8ら, K. Gな Tregonning,A Hisrun・ c,f 

Modern 函bah i88\~J963.Kuala L1mpur, 1967,Departmem of Statistics, 

Malaysia, Statistics (近恥ternal Trade 1966. ,ieヽsP!ton, 1967. }:Z.O、Department

of Statistics, Malaysia, Monthly Statistics of Sabah, ,> anuary 1 9 6 8 . l如 !lJ

Kinabalt1による。

木材生産 彦＜貞献し、そし し いるこ

とは以上のと翡りであるか、木材生産 州財政収入の源呆としてもぎわめて 占めている。

l. 9 6 4年以来直接税及び木材輸出税、石油輸入税を除く関税か中央政府の所管となっているため、

政規模の歴史的な比較には若干間題はあるか、現在 l9 6 8年のオ入額は l3 4百万ドルと見積もら

財

l 9 6 0 1,~c の 5 9百万ドルの 2_2倍となっている。同様にオ出の規模も 19 6 0年の 56百万ドルから

l 9 6 8年には 11 3百万ドルヘ倍増している。なお、 l 9 4 0年当時 British North Borneo 

C加rtered Company の閲税収入は約 1千万ドルであったが、 これを当時の財政の規模とするない

は、物価水準の変動を考慮しても、 1 9 6 0年及び 19 6 8年の州財政の規模は、 1 9 1 0年当時の規
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にすぎだい、

らノ

ロイヤルテイ唸

入の 28 

ロ）て友るが、その 6%, :2, 0 0 0干カマ

ゃ`
 
~
 

？ヽ…；

忍Jl6百万ド

いる 0

3) 

ャングル（り小泊□、外だ、こ

:-はなし、こ従っ

また財政りそれに依存して闇発の furKl

：こ指摘されているように、
4) 

る開発

湯である日

ぎつ＼麦り、技術的にも

" 叶9丁+_,-
心ーノJ ヽ

次第に選択内な購入を行な

涼：このみ依存することは出来？こい。

1 9 6 0年のセン、サてによ

して国り、そのりぢ

叶岱なけ，；要に1/;;

を確保しよりと るのも尤

に制限的になつて屑る

よパに左つて来ているこ 、も

八口の 8l %, 原住 ;•(iこ

l
1
:
J
 

9

、

ぎ左い C ¥元みに 、'.jだ、h 1-'ゞ ゴ
も，uやふし

)

r

,

9

 
i
 

/

f

`

r

.

 

9

A

が
3

る

よび 18%を占めている、；つまり：'>abahの産業の中核をな

小さな割合を占めるにずぎずさ逆に

農業センサスでは、

な

は 3,7エーカーで、

屯3
● ,, 圧文

6
 

年[/'..

ゴムの smal.

1 3エーカーにくらべて慮非常を零団てあるし促っ

だ仕事による ある よっ..し収入を哺ってしヽる

稲作塵家-;~lfこ

の平均農場星

v)臨麟飢1

農家かりい

徳取その他の資料により、桝めて大雑把 支出0

一. ・・-・・ 

l) 財政規模について'よ、在コタキナハル日本領屯館、サ，岨怒io 1968. prバ

物価水連の変動は、マラヤドルの定買購買力;',.八ムで、 1 9 4 8年_.:.祖寺し▽'j呵

時の 2.7 5倍とみられる。またそ0後じ］物価水湿J)変甕りど1元文{1恥9いと重i:::八

年当託及び l9 6 7りの物価水準エ l9 4 0 年五痔じ、それそれ 3.8 乍及び f) ら胄~· 克

2) Sabah Developmet Plan:・tFir0t Malaysia Development Plan 1966-

誓れ.・cしヽる＄

3) 大蔵大臣、 Enche Harnヽ

び前掲サハ姐祝参照一
4) State of Sabah, 函bah Devel, 叩ment Plan ! 965-J 970. 196 

hin Mohd. Sal !ch CJ! 9 6 7り-1 2月(i),叶会；これ-rr

" &'/さ、
似～初C,コ

門殴臼説乃

,,-c『}
疹ビ、旦
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5「),-,60%程度含屈（信によって賄っているにすぎ合いと巴われる。

し な している

る,Q'.,要性がますまず高ま 9ヘ著で克って、 の原住民にもっと充分

いる。 Sabahには 11 C原住民の種朕およひ., I詞旦｝＼、イ／ドネジア人、フィ I} 戸ン人なこの外翠民

朕かいる。総人［］の 7割は原住民によって占められているか、

移民などによって淮められて来た歴史か示ずよりに、経済的実権は殆ん

と中国人（乃

られて来た。

1 9 2 1年のセンサスの封告に、原住民が外来民族と同じような牛産的、経済的な力をもつようこ左る

のは逹か将来のことてあろうという趣盲のことか述べられているか、現在てもその感がなくはない，9

1) 

第 2表に示すように、原住民の g2 

第 3

ある。

している。ま

65%が、王要

従市しているのに対し、中国人はその 6割が第 2

中国人の占めるところで

Kota K inab且u,K凶 at,Sandakan, Tawauとそ・

の固辺uこ集中している。これに文『して最大のほ住民種族であるカダザン族 (Kadazan)

岸地方沿よ

として西海

あ'¥、9

して農耕を営み、またバジャウ族 (Bajau)などの回教徒のグループの大半ふ

従事こ，ている。な虹パジヤウ族は従来漁業に従事していたか、

2表 産業別 闘 業 的 就 業 人 口

9 6 0年

住民 l 中国人 I 総 姑

＇割 合 l就業者数 I書IJ 合 l就業者数 1 割 合

産

鉱業

製造業

紐設業

電気水道

布業

通信運輸

サービス業

↓
I
 

号
ロ合

職業別

技術専門職

管理的職業

事務職員

1l2,652 

23 

2,257 

l,3 1 7 

93 

845 

1,744 

4,3 l 0 

122,449 

9 2.0 

0.2 

1.8 

1.1 

0.1 

0.7 

14 

3.5 

100.0 

851 

152 

612 

l 2,875 

100 

3,754 

2,345 

143 

6,308 

L9 4 3 

5,095 

32,563 

0.7 

。言1

0.5 

1,586 

335 

2,234 

3 95 ! 142,113 

0.3 

1.5 

7.2 

0.4 

1 9.4 

6.0 

1 5.6 

100.0 

4.9 

LO 

6.9 

535 

6,737 

4,488 

285 I 
I 

7,734 

4,657 

11,077 

176,626 

3,176 

696 

3,522 

8 0.5 

03 

3.8 

2.5 

0.2 

4.4 

2.6 

6ぶ

100.0 

1.8 

0.4 

2,0 

［注］割合は種族総人口を 10 0とした割合
Nor th Borneo繋 Report on the Census of Population, 196 O, Kuching, 196 2. 

l) A Report on the Census of North Borneo, 1921.lふndon,l 9 2 2, Lee Yong 

Leng, OP, Ci L 多 p.6 6参照
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している。第 2

乗り出したか、その背景の 1つにはこのような

そ

先にも述べたように, 1 9 3 9 

った。

々

ほゞ 6

決して解消してはいないのである。

L7 

とされている。また Y.L. に€ によれはt

と

硯在にふ孔',r

左力4

よる判

定の結果は、 19 6 0年頃は国土のわずか 4%が定着農業 settled cultivation の用に供せられ、

1) 
1 2 %が焼畑農業 shifting cultivationに利用されていたという。 資料の不備のため正確な

出来にくいか、耕地面苗のうち主要作物（コム、ココナッ、アパカ、夕．ハコ、コーピー、オイ心パーム冷

ココアなとの商品作物、および水稲、陸稲、とうもろこしなどの自給作砂）の作付面積の推移をみると、

1 9 4 0年当時はほゞ 24万エーカー、 1 9 5 6年には 26万エーカー、 1 9 6 l年には 37万:r,-ーカ

2' 
、そして l9 6 6叶'-には 54万エーカーとなって店り、 j 戦後の農業担大の事情が明瞭し看互立され位3

とくに最近の 10 

言ってよいであろう。な翡作物別

を上娼っていると~

4 表に見られると~ 翡りである。このよりに他方

k --↑ 廿,,、-吐ラ丑 とともに、農業もまたかなり じ〉一辺を氾 し1、全プ)o ケダ'門j多口野ふ し>' 

第 4表 主要作物作付面積

1 9 4 0 l) 
-! I - 1956 2) I I I --1--9--6---1 ---3-) , i i I 

● .....  ● 令 ・1,0 0 0エーカー・・・ならへ..さ

ゴ ム 9 6ぶ。 1 2 8.5 1 8 7. 5 

I i 2 1 0 

5 

コ コ ナ /ヽ 5 6.5 4 5集 l 7 8.8 

夕 ノ‘ コ 0.4 L7 

ア ノゞ 力 5.9 4.0 4,5 辺亡 , -, 炸

コ ヒ 0.8 3.3 2.4 

オイルバーム 2.0 4 7.8 

-一 一' ア 3.8 り^ u只

水 稲 4 1. 3 4 4.2 6 6.0 6 8. 1 

陸 稲 2 8.0 2 7. 9 2 7< 1 2 7. 8 

とうもろこし 6.2 809 

果 樹 6,0 ~l, 3 

［注'] 1) K. G. Tregorming, A History of Modern Sabah 18 81-l 9 6 3, 19 6 7, Chapし 5

参照。

2) British North Borneo, Annual Report of Department of Agriculture for 

the Year 1 9 5 6 

3) British North Borneo, Annual Report of Department of Agriculture for 

the Year l 961及ひ North Borか o,Cersus of Agriculture 196 1. 

4) Department of Agricultureによる。

ー・`―-- --― ―̀-一- --- - --- ---- — ----- - ---- --- 一 — 
1) Lee Yong Ieng, op. cit. 衿 p.6 8. 

2) 1 9 4 0年につい-rrK. G -ょ . Tregonmng, op. cit ゃ， pp.80~101 の記叫に~誌ぎ、その他v)'.i
次は、 Departmert of Agricultureの資糾より推定。
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1) 

に心

0倍てあ

書路総延長に 1

4百万ド］レ

ふ此山

4 8百万ド

題

第 1欠マレイ

煩檸的な

2
 

マイ｝レ

・-1 g 

倍にな：，てい

辺認こ最も

〔13 %)か投入されること

ア閲兌訂面 (l9 6 

Q な

〈5;J, 白万ドル (1

--7 0年］に

に
3

そり)うち陣装さ

ヽ辻叫l

はそ

9 6 6 --

％）が投入

，一ー{
,gs 

ころが大ぎいのであ

がさ e、

8
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r

、
さし

すぎ

0年C了）開

lopment 5-

゜
7
 

り

3

なってい

匂
OC  

;< (1 5-1 

；ン

9 6 

'70 

ヽ

t

5ヽ
』う
tri 

ヽ
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i
¥
 

和］用し得るすへ の人四

近因的左発展を可育乞なら

乙

こ冷

すへての住jいこ灼

り

農場を碕保 ' 
. 

しヽ
smal 

1¥ 
としている。 j 、さ こ触れたRueff ionの報告ズ

9i 
5 0マ >,:, ,・ ， ,, J, 

苓

紅

研憂i~
1且"" わ勺 i ガ

Hong Kongダ West Malaysia に次

，瓜を唸〈極東諸国の平均 り

,:) がこ よう も℃ Sat. 叫l

闘出依存度が 、木桝を中心として

も大きな比電を［口めてい 0。

の81 

塩に旦そ乙

る晨林漁業従責

8%, 

'もス。，
9 し、

木材□産には

の55%を占めることは先に辻べた ゴム栽

％か従事しているにすぎ l .. 
V l 

゜
且：低く、かつ糧f乍い場合の

積が 、エ ー末満 り'~
.¥『
f
、

て行けないじ）にさぎにも述へたと宴り

合〉
る心 こいような

してい

な

あるし、政府~も適l五

る人［」が相当な割合を占めていると

>・ ,_ はいevelopment Plan で指摘しているような大ぎな るはずである。そかは邸

市と農村との間の不均衡として先オとらえられるてあろう
... り ...  ・-・ ・・、. -、.. 一 . ●バ. ・- .. ヽヽ• .ヽ ..... . .ヽ ...... .... .. . . ..  へ、

［） 

2) 

3) 

、,tat、e of S<.1bah, ；ヽぶ）11h l)eve lopment PLrn l 9 6 5---] 9 7 0ふ l961 

じnited N ;it ions, Yea叶rnik of National Accrnmt Stat: ヽ ti,、196CJ. 

I);,partrrn1nt of Agriculture, Policy on Crops arnl Livestock. ,Je宮sel ton色

に J::Jc 1:t, ;), 恥Xx 」-goi成小規校は、 11]峠て 5 ごーカー、その1吋：こ 7 ゴーカー.~'芯れ --n 、

ぐ91 
6
 

応
r
a,＇rム
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と！い闘の人勺衡て疋~ あう。 1.が忍 て沿そ '‘r 
介心

~
~
 

9
}
 

，しごる

i .c亡，で、国唸；ふ,,.,,,;撃く ス

9'} を

り

れら iJJ エ~ ヌテート

いるの~て克る。またm国人罷営の農場は.

' ,.,, 

異ならなしj

殆んどすべ

り

は全信の 18 %、

中に~

工，-カー

とたっている。¥,ゎ⑰ ::;:,Smal 

エー
そゃ..

ーしあ心（~

ぽとんど

りヽ
もj

しているが、原庄民のそれは、9

の 8 書りまでが〗~ じエーカ

れ、 5エー

稲作ぉX 土ひゴ

左ところtこ集中して

め

。原住民塁

れぞれ 8エーカーおよ

び6.-rヽ ーカーである（第 5, 6, 7表参開〉。 I).上の人種別の農場規模、あるいは主た

をみてわかるように＼多数を占める原住民い少数0ヽ 外来民族の経済力の差、そし

である。また同じ種類の作物の農湯についてみても和第 8表の土うに、商品作物にタ・ういては原住氏

外来民族との間に経営規模の著しい隔りが見られるのである

第 5表 人種り農場数苓農場面積

農湯 i農場総面積 I一---匹----そ-- I耕 作 面 積

・・・・・・・・ り...エーカー・...● ● ● ー・冬●● 

総 嬰 4 0,6 l 0 609,836 15.0 376,978 9.3 

原 住 民 3 3.3 8 5 280,934 84,, 192,576 5E 

りちバジャゥ 5,238 33,756 6.4 2 3,7 心 4.5 

ヵダザン 19.435 167,129 8.6 l 12,400 5.8 

中 国 人 7,199 170,346 2 3.7 122,4 0 1 7.0 

工入テート 26 158,556 6,098.3 62,001 2.3 8 4、7

〔注11) 総農場数より％家畜を保有し、土地を耕作しない農場2,364を除く。

North Borneo, Census of Agriculture岱 1961。

l) 標準的な単位面積当り収羅及び 19 6 7年現在の価格によってエーカー当りの粗収益を計算する

と、米 30 0ドル、ゴム 75 0ドル、オイルバーム 80 0ドル、ココア 75 0ドル、ココナツ 410
ドルてある。
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第 6表 人種別経営規模別農場数割合

No 
5エーカー 5 ~ 1 0 5 ~100 100エーカー

未 満 エー・カー ーカー 以 1' -

.................. %····••00••··--···· 
寸7―ズ 均 5.5 3 4.6 I 2 7.8 25.3 I 6.3 I 0.5 

原 住 民 4.6 3 7.6 2 9.8 2 3.9 4.1 0.0 

うち バジャゥ 4.6 4 7.9 2 9.0 16.9 1.6 

ヵダザン 4.3 3 8.9 2 6.4 2 5.5 4.9 。さ。

中 国 人 9.3 2 1.8 1 9.3 3 2.2 1 5.3 2.1 

エステート 10 0.0 

North Borneo, Census of Agriculture, 1 9 61. 

第 7表 人種別作目構成

（総作付面積に対する各作物の作付面積の割合）

普通作門［口~......5.. も..ろ.... こ..し..%［氷・・・年・・・・性..門・・・吻・・1・・--因 ム ココナッ
'-

平 均 2 5.8 22.8 1.6 7 4.2 4 8.9 2 0.7 

原 住 民 46亀0 4 1.5 2.8 5 4.0 3 1.7 1 8.2 

うち バジャウ 47、2 3 9.1 7.7 52.8 6.5 4 3.4 

カダザン 5 3.6 4 7.9 2.0 4 6.4 3 3.5 8.7 

中 国 人 4.8 3.6 0.6 95.2 5 9.0 33.4 

エステート 2.3 0.3 97.7 8 4.1 2.8 

North Borneo, Census of Agriculture, 19 6 L 

第 8表 中国人とカダザン族の作物別平均作付面積

稲 ココナッ コ‘ ム
-・-→ ~.. . ----- ----・ ・..一—-一←—

栽培農場 平均作付 栽培農場 平均作付 栽培農場 平均作付

数割合 面 積 数割合 面 積 数割合 面 積

％ エーカー ％ エーカー ％ エーカー

中 国 人 15.4 3.7 3 7.4 1 3B 4 9.1 18.6 

ヵダザン族 8 3.0 3.7 17.5 2.8 37.3 6.3 

農業と非農業の所得の不均衡のみならず、農業内部での所得不均衡是正のため、政府は原住民を主体

とした零細経営者に新たに土地を提伊孔＆て農業開発を一層推淮し、かつ農業の生産力の増大のための技

術的指導の推進を意図している。それは相対的に有利な輸出作物の増産と、稲作技術の向上ということ
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-rふウ、ヽ皮)0c れるために、工業

も意図され、種々な 聾業

の

Land 

な

Settlement Scheme 

られている e と〈に 19 6 2 

は、積極予」な農業関完

様化に大彦な役割か棗たすものと去 ている。また 19 6 1ぷ古］から見 か

ならびに 19 6 8 2月に発足した Sabah Pad i l3図国による米の二期字導入f

したものてある。

2) Sabah 

Sa国の気候は一「］に言っ ある。しか

ル山 (Mt.K inabalu) を北嬬にもつクロノカー山脈 (Crocker

甜髯て

月に尉が多〈、

見られる。西紺岸は主
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一
寸

n目， 分布乞みると、 L召 00ミリカ,G 4, 0 0 0ミリ

は雨いに恵まれている。この

応良奸などころか多いと三われ、Cし、

は農業にとつて

。しかし人口の稀的な

あって、農業適地と言われるところが多数未開発のま＼

航空写真から判断した Sabah の状況を示すものであるが、
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ミ
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％及ひ

1956~・ 

-- - - -- - -- . -

1) Pioneer lrrlustries (Encouragement) Ordinance, 195凡 Federal l叫 ustri31

Development Authority Act, 1965, :・: ふ~、ごか Satiah の _j 望［、産業盟拿,-~... _,¥ ,.,. 0)1;,f、勺羹屡

励措閥を定めてしヽるし、また Sabah Economic Developmert Corporaい国の設立か一之fiJ)培

極化いために註画されズし、る。

2) l 9 6 1作及び 19 6 6年の続』ては上記王匹作物『H]国］積i月［総作付面禾貞(})9 5'Joを占さ卜て←いる

ので、耕地面稿の増減傾向をほミ示すものと名＇える、なお、 l 9 5 6年については上記工芸｛［物以

外は作付面積が不明てある。
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(Cultivation)の中

ココナ入 R,..... ゴ

(Residen(万＇）の境界を示ず。

North Borneo. 、A St心y

1965による。

Settlement 

パコ' A .... ・・アバ

9表 主要作物の作付面積

.... L.  ヽ

1956-196 
エーカ・-...... ,,,.,.~ ・・・・~ ~、' 心..苓名 C~<• ~ ・・

ゴ 公、 l 2 8.5 87.5 25 4.4 49 46 48 

ココナッ i 5.1 8S 104.5 8 18 23 

水 揺 44,2 6 6.0 68.l 8 ， 
陸 稲 2 7.9 27。 27.8 •~ 1 

゜ ゜オイルバーム 2,0 4 7.8 2 32 18 

コ コ ア 3B 6.5 3 2 2 

アハ 力 4.0 4.5 5.4 

゜
（） 

バ' 24 9.7 3 6 9.7 5 1 4.5 10 0 100 100 

コ t: ---・ 3"3 2.4 

とうもろこし 6.2 8.9 

果 樹 6.1 9.3 

小 計 15.6 2 0.6 
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ゴムとオイルパ・-ムの伸びに

1 9 tl -6 1 

ってし＼ 。ゴムは主こし レ」

翡いても 1961-66年の期間に苓いても、

れ 印'i',
I口 J 洛

の 2つの地域での増加が

中心となってしヽるが、

t

1

 

、し／
J

となって居り、

に・ 匹

こ

dj  
しゞ‘ が,,

している。水稲は

1961-66年に

しこの地域で

9 5 6 -6 1 

956-61年に

ぅ（第 4図）。図にも明らかなよ

Tawau省に大ぎく、

が匁そ

aw au, Sar,1.iakan両省でのオイルパーム

もっばらオィル・ベー

従来のゴム％

ココアが高とくにオイ加パームが急連に拡大して、 この地方で

している。ココナツはTawau 省

ココナッに加えて、

ム、ココナツは面警とし は増加しているが、

イルバームに：改植されているぷ 0) ある。

因渾

ぁ

よると言え

可勺一
"
‘
い
い
i

(l如S

涵bahに苓いては、

うち約

にこ

割が

ムは依璧として最ぶ

ふ
改_)っ

その比重は後涙して届り。もアパカや

オイ Jレパーム、

っ＼ある"コ

ムの中に

沖!!l 
,¥''" 

，泊
9

苓
J‘ 

5 1 %を占めた。 しかしその後ゴム

1 ~, こH6 1什

隼び

1 9 5 6 -5 9年の

れぞれ 5

も知らず、

％ぶよび .5%と、急速に

として、 West

過去 10ケ

Coast 

エステートではなく、

1 9 5 6年のゴム

よるものであり、

うち 3
 

9
 

3
 

ゥー‘

8.5%、 1 9 6 

ている。な店 19 6 7 

i ,. , -- l) ', ,-
__ ,o 

しているものと推定され

及び Interior の両省でfiなわれたこと

smallholder 

0エーカー、

］のそれの

6 5年及び沈 公
]q̂

 

伯とな・2 ているが．も

--6 7年てはそ

は、

ゴム

よって担われて来たことに注目すべぎであ

71.400エーカーがエヌ：テート (25 0エーカー以上の農場）に

5 I l O 0エーカーか smallholder によるものであった。それが 1:3 6 6年しは5、

6 8%が smallholder の経営す

しか増加してしヽないか'

ころと っ-r'、ア'-V '『；；心

s ma! !holder 経

l) Sabahs'Budget 

政贋加

kin :Vlふd冷 Sal!eh 乃工会に る財
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宮の 8倍を超えている。また別 らは、過去 l0ケ年間の

％か smailholder の手になるものである。しか 1)smallholder によ て新植され

改良された高収量のゴムの品種が用いられ、現在 smallholder

良品種によるもので、エステートではその割合は 47%に止主・っている。

Coast, Interior の両省には、

伝統的、慣習的な焼畑農業 shiftnig

たゴ

急速に増大している。

の ム圏の 64%は改

West 

でに見て来たように況

し、しかもその人口は

叫 ltivationに依存し

Ir 一、 より高い生活水準を与えようとする政府の施策が、 これらの地方でのゴムの作付面積の拡大とな

ったのてある。しかし最近の調査によると、約 9万エーカーの古いゴム面（うち 4万エーカーはエス

テート）に翡いて、価格の低落とタッパー (tapper)

れる。しかい新品釉による smal!holder 

の不足て、

のゴム国の中にも約 3万エーカーが同様な状態にあり、年

2) 
あると言われている。 な苓ゴム作付面積の培加傾向と、ゴム価格の動向を第

tappi屯を行なっていないと言わ

々そ

5図に示す。

輪出隅格

700 

!SO 

iOO 

so← 

l,i 

。
iI 

o,q 

0.8 

0,7 

.,, ヽ

f:STATEl. 0.6 

i'l54 1960 

ー礫_____., 

--•·---、¥ ¥ 
---•, ―、¥ ¥ ¥ 

一 書 - ' ' ' 

¥¥¥¥¥¥¥¥ 
叫功 Yieldi'nci Rubber 

II 

¥、 I¥ ¥ ¥ ¥ ¥I ¥ ¥ ¥ ¥ 

!9b2 !'Iが1 心必

第 5図 ゴム作付面 積 及 び 輸 出 価 格

l) Sab油 Rubber Furn 

pp. 4 ~ 5 
2) Ibid. pp. 21-27 

Board, Annual Report 1'166. ,Jessel ton, l 9 6 7. 
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友

3且：t lement 

のでゞ

ーカ ・-・C)こし地が旱えられ、

なふ、 Q)Major 

Sche 

のMaj汀

こにオ

人棺したu [l下この1也に 6つのMa直

Sc! 記 meが実施さ

ルパームなど

schem仔 t乃他に戻圧 22 4 O)Minor 

n o 

とし

Settlement 

Schemき

6 LO O 0ェ

られることとな

Schemeが進行中である。 こ

ような土ttlement 

年にわずか 6,50 

Scheme の進捗に伴なってオイルパーム

',,, オイルバーム

長した

エーカ

その隕りでは、

5 6 トン、約

5 3. 

万ドルのバー

してしヽ る,,1962 

ォィルの輪出を記録し

0 0エーカー丸輪出額 5

ていると言えよ

0万ドルにまて戊

9 6 ':c「から19

年の閏に交

1 0 0 

する。

ー. Sai立akan,Tawau 

＼農地の閲墾そし

I-?.esidenc1esーーでは、

イルバームの新植に主 て由来 ている。

ているのてある。

及） りなオイ＇いべ~一

Scheme, 

助を

来た Sabah

にM叫or

オイルパーム

:Jやゴムの場合に見られたように、

いう現象を呈しで、そと言えだいこ

Schemeでは摯

杢たい。 Iぷand lement 

Rub恥 r Fm幻

どは瓦その現れと言えるであ

、さJ
'
 

lf 
L
」

し、

こ
F
9
d
 ’̂ ょ って来た \べ.'、う判断に~

Boardが、オイ｝レベー なったこ

わ
］、

ァ 、 三壬
，ぶこ戸

が., パームオイ プムの輸出

Q
 ぶ＇

東泡岸地方でオ

がれている。統計によ

間を上下していたが芯

し

なる要口によるかはこ必ずし恥明らかではないが氾

Kota Belud や

1 9 6 l , 仁に一挙に 66,0 0 0エーカーに増加し

してい

’‘ 『apar

。
1 9 6 6年から再び

な;＂グ知ふ

4 3,0 0 

じている

から

力が注

6,0 0 0エーカーの

9 6八汀頃から

よるところか大念いと

とくに

よ

う。従来の稲作が、

ようになったこ

だ山

0月頃から

いたものが、た翡田越し灌漑という難点はもってはいるものの、

なことであった。また従来は Shifit 

て利用するという

cultivation 

とって

こ豊富な灌漑水を和用出来る

した例もある。 り

をやってい

つ

l) 

2) 

さ謳hご Budget 1968, flい 5
Main seasonの稲作［こ l. 0 , l l月描種、 1, 2月収綾:なっている。

科冬0_)降雨を和」1月して［月噸等か行なわれるか、畦畔を 30--~[10cm、の高さにして水を酎えアいる

こ凡か多し、 3
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1954-56年の 0.7 4トンから 19 5 9 -6 1年、 1964-・66年の 0.7 7トンヘと増大して

いるし、水稲の単位面積当り収鼠も 1954-56年の 0.96トンから 1964-66年の 1.0 1ト

ンに上昇している。しかし→餃に稲作農民は慣習的な方法によって生産を行って居り、 1 9 6 6年以

来、政府の行なっている Assisted Padi Fertilizer Scheme_ー―-稲作付面積の 3分の 1に必要な

肥料を無償で供給する一ーも、果してどれ程の効果をもっているかは疑問である。何となれば適切な

技術指導を行なう人材の欠除という大きな障碍が存在するからである。 19 6 8年 2月、 Agriculture

Produce Board Ordinance に基ずいて、 Sabah Padi Boardが発足し、水稲の二期作の導入に

乗り出した。それは先述のように稲作面積の増大、あるいはわずかではあるが土地生産力の上昇がみ

られるものの、人口の増加傾向の故に、米の自給率は 60%台に止まっていること、というより長期
l) 

的にはむしろ自給率低下の煩向が見られること、また 19 6 5年頃まで比較的安定的であった小売米

価が、 1 9 6 6年におけるタイ米の輸出禁止など国際市場の動向から急速な値上りを続けて来ている

ことなどを背景としている（第 1図参照）。そして Sabah Pad i Boardは、 1968-70年の 8

ヶ年間に 5百万ドルの予算を以て、米の自給化達成を目論み、 1 9 6 8年には 3,000エーカーの二

期作導入のために 2百万ドルが計上されている。なお 19 6 8年二期作の導入が計画されている地域

は、西海岸省の主要米作地Kota Belud, (1,5 0 0エーカー）、 Barrlau (3 0 0エーカー）、

Tuaran (3 0 0エーカー）、 Papar(9 0 0エーカー）で、比闊杓灌漑施設の良好なところである。

米の二期作の最大の利点は、生育期間が短く、多収の新品種、 IR-8島 Malinja によってMain

season稲作の収量の 2倍に近い収鼠を、 off seasonを利用して獲得出来るという点にあり、もし

これが計画通り Sabahの稲作に定着すれば、西海岸における米の不足一ー現在 18,000トンの不足

と言われている一ーは容易に解消出来ると思われる。しかし二期作の定着には後述するような問題が

残されているし、あまり楽観は出来ないし、全体としての稲作面積の拡大には、なお多くの基礎投資

を必要としよう。

3) 農業の拡大とその間題点

Sabahの農業的景観は、全体の土地利用から見ればあまり大含く変化していないかもしれない。し

かし、過去 10ヶ年間に実現した作付面積の倍増、オイルバーム、ココアなどの新しい商品作物の導

入による農業の多様化、東海岸地方にみられる耕地の拡大、等、その内容にはかなり豊富なものがあ

る。そしてこの変化は今後暫くは着々と進行するものと思われる。しかし、この外観の変化に対して、

生産力、とくに技術の水準については、その変化はそれほど目立つものではない。第 10表はSabah

における主要作物の単位面積当り収量を他の主要生産国のそれと比較したものであるが、米を除いて

は生産力の水準がぎわめて低いことが明らかに示される。ただしオイルパームのように未だ未成熟の

段階の農園が多い場合は比較にはならないし、ココアの場合でも未だ生産の緒に就いた段階であるこ
2) 

とは、当然留意すべき点である。ゴムの場合は、エステートの比重の高いマラヤ (WestMalaysia) 

との対比に多少の問題があるにしても生産力水準の差は歴然たるものがある。因みにマラヤの

Sma I !holder の経営のエーカー当り収量を示せば 15 2 kgsである。米の場合のヘクタール当り収

I) ; たの生産量と輸入量より米の自給率を算出すると、 1954-56年平均 71 %、 1 9 5 9 -
6 1平平均 66 %、 1 9 6 4 -6 6年平均 60%である。

2)~Vest Malaysiaではエステートの栽培面積は全体の 48%、Sabahでは 32%である。
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第 10表 主要 作物 収鼠 の比 較

(196 2~64) (1962) 

tms心 kgs/acre kgs/acre kgs,/ha 

サ ノゞ 2.1 2 l O 3 Z) 6 l 4) 7 2 6) 

マ ラ ヤ 2.5 2 188 3) 67 2 5) 

夕 イ 1.5 6 

プラ ジル 3 14 7) 

アイボリーコースト 307 B) 

［江'} 1) FAO, Pr凶 uction Yearbook l 9 6 5 

2) Sabah Rubber Fi. 叫 Hoard.Arinual Report 19 6 6 

3) Lim Gh叩 g-Yah.Economic Developmert of Modern Malaya. 1967 p. 329 

4) l 9 6 5年， Deportmert of Agriculture, An.,ual 趾 port l 9 6 5 

5) 196 1隼 Lim 伍 ong-Yah. op. cit., pp. 137. 139 

6) 196 5年 Departmert of Agriculture. Annual Report 1965 

7) 196 4年， FAO. Preゆuction Yearlxx)k 1 9 6 5 

8) 196 3年 FAO, Production Yearbook l 9 6 5 

量はマラヤのそれに及ばないまでも、主要輸出国のタイ、ピルマの水準を上廻っている。これはある

程度自然条件に恵まれていること、また 19 6 0年代に入って灌漑施設が整備され、灌慨比率がタイ、
1) 

ビルマよりもはるかに優っていることの反映であろう。しかし過去 l0ケ年間の単位面積当り収量の

伸びを比較すると、マラヤでは 75 %の上昇を示しているのに対し、 Sabahの水稲のそれはわずか 4

％の上昇でしかないa Sabahでは稲作面積の 3割が陸稲によってためられ、水稲面積が次第に増加し

てはいるが、技術的には慣習的な陸苗代、乱雑植、無除草といった耕作がなお多く存在している。従

って他の作物も含めて全舷的に技術的には未だ充分Sabahの条件に適合したものが確立していない段

階というべきであろう。事実、オイルバーム、ココアなどはWest Malaysiaでの経験がそのまヽ移

し植えられているにすぎないし、稲作についてもその模範はWest Malaysiaに求められている。

技術的な問題、とくに稲作、オイルバーム栽培についてのそれは別記するが、技術の普及、農民へ

の技術の定着化について、必ずしも満足すべき進展が見られないところに、技術的な未成熟状態の一

因があろう。普及、教育、とくに末端技術者の教育には年々研修を行なってその数の増大を図ってい

るが、農民に対する普及への力は弱く、むしろ事務的な仕事に多くの要員が投入されている感がある。

西海岸地方での二期作導入にとられた方法、すなわち、あらゆる必要な生産財を国が提供し、しかも

耕転についても直接国の末端職員がこれを担当し、施肥、田植などについても細かい指示と基準が与

えられ、農民は田植の労働が主要な作業というようなやり方は、展示の効果はあろうが、必ずしも技

術的教育のやり方としては充分ではないと思われる。とくに慣習的な耕作の方法によるMain season 

の稲作との結びつきへの配慮が充分でないところに最大の欠陥があるように思われる。稲作について

1) F AOの資料によれば Sabahの人工灌漑利用率は 71 %でタイ、 ビルマはそれぞれ 24%および
1 1 %である。 FAO, The State of Food arr! Agriculture 1966. p. 158 
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6図 王要輸出農産物価格の権移

くことになる 3 ま な

ている

このような誘因を増大させ

例えば症菜果樹の積極的導入の契磯と応

なろう。目下のところ農業による収入増加がそれ程期行されているのではなくて、むしろ道路建設左

ど

入に仇って、

られ、

よる労賃収入か｀消費拡大の要因になっているかに見受けられる。従って臨時的な収

より高度な土地利用の技術を修得させることか、今後の発展に

るような稲作技術、 とくにMain seaeon 

ことと

り組むことが望まずし

るし、 また疏菜作等の技術研究及び指導が込要であろう。一般に試験研究よりも政策的なものが先行

しているかに見えるが、新しい技術の導入に当ってはその現地適用方法の検討、普及の組織確立か望

ましいe
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しと

Sabah州

Malaysia Sa国

and Fisher 

の

は7つのMinistryがあり、その一つであるMinistry

）に鱈、 ture, Veterinary, 

cultu託

にndこlevelopment,

a-operative Dぃelopment, D ra iriage a11<l igationの7DeP2rtm2mがあるここのうち澤

Department ture (農業局）にはA.dministration のほかに次に立）：ぺる

Extent ion, Training, Researchの 3Branchがある。 StaffはDirector,Deputy Director, 

Assistant l)irector, Agri叫 tural(Research) 0 fficer, (以上Division r / 
Adm inistratiYe Assistant, Account国 0fficer, ふniorAssistant Agrinil tural Officer, 

Assistant Agricultural Officer ( I), Persoml Assistant Clerk, 

Storekeeper, Senior cultural Assistant, Agricultural Assh:tant (以J::Divis ion 爾）．

lerical ,Assistant, Junior Agricultural Assistant, Home DemOJJstrator (女子），

Tracer, Libora tory Boy & G i』 (l;:1上Division り）となぅている 0 Assistant f〉irector

Branchの尺を兼ねている c

l Extension Branch 

各 Districtには cultural Off ice tわ.:i aし況 Settlement Scheme 

どに当っている。ここに cultural 

0 ff 

ら

の展）］ミ令

(A. 0.)またはAssist叩 t
1 で

lC旦lturalOfficer (Aさ A,こ).)が記汎されている。

trict には 1-~2ヶ所のAgricultural Stationかあっ

且］信用種苗 A. 0ゞの摺示のもとに実廊してい ぶには通常、

Agricultural Assistant (A。 A.)または Jtmim七

鷹されて~いる。

tural Ass謬 tant,. J. A A船）か証

2) cultural Branch 

2つの任務があり、一つはRuralTraining ( 

4-, 5日

Kota BeiudのTamu Darat 

）であっズ＼ これに

icul tural Stat1 on内にある farm Sch叫

ついて研修を

『る 2ヶ月岩度の coarse まである。 RuralTrainingしenterは、各 districtに l~2ヶ所設けら

れているか、適当な Staffが不足しているため十分な活躍か行なわれていないようである。我々の調

研修を実詞中であったか、現在この種の研修はここがサバて唯一のものと云われる 0 研修の内容は農

（アメリカの peace corp )、 Agricul tura 1 Stat ion 
ダ,

l
 

水稲飴 、）へその他木工：鵞洋裁に至るま

で行なわれている。なお、稲作実省には日本の青年協力隊（知ta圧 lud記属） ic)指導に当っていた，

他の一つは、農業間の開孔員の研修てある 0 現在はTuaranのAgricultural Research Center 

にある Agr.Training Centerで 9~12ヶ月のコースで］．ふ八の研修か行0'..われている。

はふ A.の研修コースもあったが、最近は西マいイジアの Serdar冦にある theCollege of 
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tureで実施されている。た :Joa、このほ cer 綬0)八こ苅する研修の目的で、込

, ..i¥gr. Ext,;ntrnn Seminarが不定期に開催される。

ピ） Agricultural Research Branch 

は次の 9 翡り遠しocoa翡よび0il m以外はTtiaranの tural 

脳 searchCenter (ふ R.C。)で行なわれている⇔ なお、、作物栽培・

.• ,-. 7 
'I ,;; 0 

ついては後に詳述

(1) 0 il Palm 

R.esearch Station 

Division .... ● .s叩dak叩 省 の Ulu Dustmにある t恥 Oil Palm 

し2) Coe国 '『awau省のQuoin Hillにある the じ図oa 証 search

Station 

(3) Plant Breeding Div. ・..,Oil Palmぶよび Stdf fLt A. R. C. に居り．

訊験はそれそれ

eneral 

なわれる 3

Div,,,ee.••Oil Palm, Cocoa, J鱈加：以外のすぺて

その主力は水稲におかれている。温帝そ苔いと茶はKundasan (K inabam 山

冷地）にある the H Altit1rle Experiment Station 

l 1-A 
U ふ 、j' A唸 R.C. 

れるか、 一般そさい、

大豆深

(5) Plant 

導入され

箆稀左ど0虞］作物について

たは試作されている。とう冬ろこし、

でほとんと巧なわれていない。

している。

(6) Entomology Div 

研究翡よ

-Sabahに苓ける作物病御哲の同定、 る 外国か

し、また作物病害についての Information の集収 t その防除試

主として cocoa翡よび

るが、 abacaき coconut,

mの虫害ぢよび

そさい、

の

よびその防除

についても注意を仏り"

(7) ふ il Survey D ivい,,.. Sabahに翡ける上虚調査は 19召 8年にふmporria(Tawau省）で

開始されて以来、西海岸の忍沢地から内陸のKeningdu平野、さらに内陸部0濱 'ana比 Tambm,an.

Tenom, Sookより Iabuk Valleyへと調査が拡大された。その後東西横断道跨予定地区にそって池

ぬnauの東Tampias から東洒髭のGumGum Valley の翡査が左され、 Settlement 

Schemeにもとずく られ、適地沿よ ため となった，さ

このよりにして 19 6 5化にはSa加h州最初の Sciilmap (5 0乃分の 1)が不完全なから作成さ

れた（
ヽ゜

(8) Che mi st ry Div。......ふ il surveyに苓ける土嬢 sa叫 )le,Settlement Scheme, Agr. 

Sta., Estate等からの分析依頻士嬢の土壌分析 (p

・Naぷ，

なっし¥,.,る。

Div ... ・・ aた S直! Survey 等にもとずく

その他）を実施する 木本

れ

プ、,, 0 
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2. 

l〉 栢作の祖項多

揺 (Padi)には水栢 (Wet Padi) と陸祖 (Dry 因 di)かあり、 Dry padiはHill padiと

K endinga padiに分けられるむ よ

(1 9 5 2年以前の統計は明らかでない） 0 このう

l表のとおりである

占め

l 9 5 0年伐には 60% あったか、 1 9 6 0汀氏は 70 ~7 5 %となった。これは水稲の作り

か増加しているのに対しHill padi はむしろ滅少煩向にあるためてある。籾生産高は年による変動

か某しく、 acre 当りに換算すると水稲では 0.9 ~ L 1 ton、 Hill padiては、 0.. 3 ton 

Kerrlir坦a padi で、 0.7 ton前後となる。

1 1表にま，、いて、 1 9 6 1什より数字か包に変っている（ ）のは、同灯』こ＂

tural Censusが行なわれ、かなり」上確な面積かわかったためと思われる。な

District ごと よ 1「なわれる Crop-cutting testから計算される推

定値である。

第 12表は籾iJ産高を白米 (rice) した数呈（ り精t'.!歩留り 62%とする）と

の推移を示したものて、米の仕産は漸増煩向にあるか、 も年々増加て

＇おり、米じ、）白給率は低下の傾向にある Q

Padi Production 

Padi Hill Padi 証 ndinga Padi Total 
" 1, ぶar '.  ~·~· ヽ~

ton 心reage ton ton 

l 9 5 2 4 3,3 9 8 2 4,4 3 8 1 I 2 6、74 8 8,5 6 l 1,2 0 0 l,l 4 3 3 4.1 4 2 

l 9 5 3 4 4,4 2 0 38,6£17 27,000 9.0 4 8 l,0 0 0 9 5 2 4 8,6 7 

l 9 5 4 4 5,4 7 0 4 2.2 9 8 2 7,2 4 5 6,9 7 0 1,0 0 0 9 5 2 5 0,2 2 0 

' 
l 9 f, 5 4 4,9 4 0'4  6,0 7 4 2 5,2 8 1 9,5 8 0 1.5 () () 1,4 2 9 5 7,083 

l 9 5 6 4 4,2 0 0 4 0,2 0 0 2 5,8 0 0 1 0, 7 0 0 1,7 0 0 1,6 0 0 7 l,7 0 0 5 2,5 0 0 

1 9 5 7 4 5,3 0 0 4 1,5 0 0 2 7,6 0 0 1 2, 7 0 0 1,7 0 0 1,2 0 0 7 4,6 0 0 5 5,4 0 0 

1 9 5 8 4 3,l O 0 3 5, l O 0 3 0,8 0 0 1 0,7 0 0 1,5 0 0 800 7 5,4 0 0 4 6,6 0 0 

1 9 5 9 4 6.0 0 0 4 6,4 0 0 2 9,2 0 0 8.3 0 0 : i i 
1A O 0 1,0 0 0 7 6,6 0 0 5 5,7 0 0 

l 9 6 0 4 6,0 0 0 5 0,0 0 0 2 9,2 0 0 l 4,0 0 0 1,4 0 0 900 7 6, 6 1 0 6 4.9 0 0 

l 9 6 l 6 6,0 0 0 6 8, 0 0 0 2 4,7 0 0 8,800 2,4 0 0 1,7 0 0 9 3, 1 0 9 7 7,0 0 0 

l 9 6 2 6 5,9 0 0 6 2,4 0 0 2 4,7 0 0 8,800 2,4 0 0 1,7 0 0 9 3,0 0 0 7 3,0 0 0 

1 9 6 3 6 5,9 0 0 5 7, 6 0 0 2 4,7 0 0 8,800 2,4 0 0 1,7 0 0 8 6,6 5 0 6 8,0 0 0 

l 9 6 4 6 4,3 2 9 6 3,0 l 2 2 5,6 4 0 9,4 5 9 1,8 0 7 1,2 9 l 9 1,7 7 6 7 3,7 6 2 

1 9 6 5 6 3 .. 2 0 0 7 4,6 0 0 2 5,0 0 0 8,300 l,8 0 0 1, l O 0 9 0,0 0 0 8 4,0 0 0 

I 9 6 6 6 8,0 7 0 5 9,9 2 7 2 7,8 4 0 8,2 8 6 （応叫i嗚担を含む） 9 5,9 1 0 6 8.2 1 3 

l 9 6 7 7 0,9 5 5 2 9,2 4 0 （ “ ） 1 0 0,2 3 5 

注） 推定収穫高は各 distsict の推定作付面積および、毎什一の収量決定Crop-cuttir涅 testか

ら計算される。
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第 12表 ion and Imμi汀
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2) 

水稲 と第13表の如くである。

あって、東海岸の San中kanおよびTawau省にはほとん

ら19 6 5年の 10年間に ては作付面積が l.5倍、

および

られなし＼。 19 5 5年か

は 1.2倍に増加した。第 13表

にみられると虹り、西海鉗省ではKotaBelud, Paparが、内陸省ではKeningauか特に増加が著しい。

これは後述のように灌漑施設の拡充その他による政府の奨励策が主原囚のようてある。同じ西海岸省

でも Tuaran,Penampang は灌慨施設があっても、水量か充分でな（作付面積の伸びが少ない。この

点は内陸省ても同様である。これに対しKotaBelud, Papar は河川の水量豊富なことが特色である。

(1) Main Season 水稲作の概況

Sabahに心ける 直播は全く見られなし＼菌代は従来からのMainSeason 

の作付では畑苗代（陸苗代）か主体であるか、極一部に浮苗代かあると広われる。 off Seasonで

は水菌代であるか、これについては後に述ぺる。 MainSeason の作季は地区により異なり、主と

して雨の多くなる時期（小雨期）に左右される。大体、 Papar, Penampang では 6~7 月、 Tuarar~

Keningauては 8月、知ta Be lud, Ranauては 9月、 Kndatては lO ~ 1 1月か移植時期で苗代

播種はそれぞれの約 45日前になる。生育期間か約 6ヶ月（そのうち本田が約 4ヶ月半）の long-

term種を作るものが大部分のようである。

畑苗代（陸苗｛誓） の畑または水のない水田の一部を用いる。 耕起せずに木製の

棒（アルー）で約 15cm間かくに穴をあけ、そこに 15粒前後を点播して役土するだけである。こ

の方式は後述の睦稲播種方式（直播）と同様である。本田の耕起整地は水が入ってから行なう。耕

起はすぎ（ラドー）を水牛に引かせて行ない、代かき・均乎紅は木製または竹製の道具（スパイク

状）（ンジール）甚よひ木製の櫛伏器具（ス 1レー）を水牛に引かせて行なう。

移槙は手植て、 30cm前後の苗0)先を切って定規を使わず大体40 cm間かくに後退しなが

乱雑祖えてある。植付後約 1ヶ月で除草を行なうかそのまま収穫まて放僅する。政府は、最近の肥

料試験の結果から、出穂前約 1ヶ月の時期に窒素肥料をエーカー当り 30 lb (成分量）施用する

ことを奨励している（一部補助）。

収穫は穂づみで、穂刈用ナイフを用いる。収かく後は水牛を放牧して残ったわらを食べさせる。

水田の固囲は柵（木のくいに有棘鉄線または竹を横にわたしたもの）てかこわれ、水稲作付中は水

午が入らないようにし、収かく後放牧中は水田から外え出ないようにしている。収かく期は、

Paparで 1月、恥taBelooて2~3月である。昨年は一般に雨の関係で植付かおくれ、 Kota

Beludの農家の例では菌代播種が 8月28日、田植 10月31日、収かく 3月 16日であった。収

鼠は籾で大体 30 0~4 0 0 gantang/acre (1,8 0 0~2.4 0 Okg/ha白米換算 120~160

kg/10 a)程度てある。従来はもみを石うすに入れ棒でついてもみずり精白していたが、最近は農

村にも精米所がて彦た 0 なお、農家の収かく米は主に自家用てあって、都市で消費する米は輸入米

が多い。

(2) 灌がい

水稲は過去においては灌漑なしで降雨のみに依存して栽培されていた。日本軍の占領時代に一部

灌慨施設がPaparその他に作られたといわれるがその詳細は明らかでない。
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1 9 6 0 

l 9 6 4 

1 9 6 5 

2 3.8 0 0 

2 5,2 8 0 

Wet Padi中

灌がい面積割合

3 4 % 

3 7 

3 7 

4 0 

植民地政府は稲作の安定化をはかるため、 the 

Pub! ic Wark Department ( ) 0) the 

Irrigation Branch で灌漑事業を実施し、 19 5 6 

年にはすでに 15, 0 0 0 ac の灌漑面柏かあった。マ

レージア合併後も工事はつづけられてきたか、最近の

米の自給化政策の一環として灌漑施設推速のため農漁

業省に、 Drainage and Irrigation Dept. が設立された。とくに二期作の実施は灌漑か前提であ

り急速に灌漑施設か略備されつつある。しかし灌排水といっても排水施設については水稽に関する

限り殆とないといってよく、また現在の灌漑施設は河よりの取水施設（揚水場またはセキ）と幹線

用水路のみで、支線用水路はなく、すべて田ごし灌漑てある。したかって、灌漑区域は明瞭でなく、

幹線水路からはなれた所は水がくるのはかなりおくれる。この点は一期作ては、雨期になつて降水

量も多く植付が多少おくれても問題は少ないが、二期作ては作季が限られて翡り、雨鼠も少なく、

用水も豊富でないので、一期（乍に比べて作付可能面積はかなり限られよう。（現在二期作に灌慨可

能な面望は水源の関係もあって約 6,0 0 0 ac であり、計画ではこれを 18. 0 0 0 ac にする予定

である）

灌漑施設の発達しているのは西廂岸では、北より KotaBelud, Tuaran, Papar, 内陸部では

Keningauであって西梅岸ても Penampang地方は水極か少なく灌漑が十分でない。このう t)

TuaranとPaparはMajorSchemeてボンプ揚水を、 Kota Beltrl, Keningau, Ter寇hiIanは

Mi nor Schemeでセキによる取水を行っている。

水田地帯には農道がない。田を区切るあぜがあるのみである。あぜは比較的大ぎく、人が通るに

ない。しかし水牛には通れないから、他人の田を通ることになる。水田に資材をはこぶの

は苗たけであり、水田からは穂をはこびだすたけであるから現在はその必要性が少ないのであろ J 0 

しかし、支線水路にしろ農道にしろ、新たに作るとすれば、農家の田を一部つぶすことになるが、

農家は土地に対する執着か強く少しでも田が減ることを好またいといわれ、この点将来の間題であ

る。

(3) Double -cropping (水稲二期作）の発展

1 9 5 9年に Pe Bi Ftm (短期タイワン品種、 Japonica type)を用いた二期作の試験が

Tuaran で関始された。その結果灌漑設備があれば生育かよいこと、大面積にやらないと烏古て殆

ど収かく皆無になることがわかった。 19 6 0年も面積をふやして試験か行なわれ、 19 6 1年に

はTuaran の l0地区で試験され、大部分鳥害をうけたが防鳥網でかこった所は 40 0 gt /ac の

収鼠があった。

1 9 6 4年にはマラヤより新二期作品種Malinjaかとどぎ、 MainSeason に採種栽培をし、出

穂前 1ヶ月に窒素肥料を成分で 30 lb/acre 追肥して (12 X 1 2インチの栽培密度）

5 5 4 gtg/acreの実収を得た (3.4 8 0 kg/ha)。 またTainan3(台筍品種）を無肥料栽培して

4 0 4 gtg / ac (2. 5 4 0 kg/ha)の収量を得た。一方Kota Beludの農家 (12戸）迅この年

Pe_ Bi Fun を用いて 50 a C の二期作栽培を始め、平均 35 0 ~ 4 0 0 gtgの収量を得ている。

l 9 6 5年にはMalinja のほか Mashuri を加えて試験がなされ (NPK元肥施用）
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ってし＼左かっ
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心，,

そハ｝るあ り方

Padiぶこぢける畑苗氏こ屑様

し

繹で穴をあげ そこえtいをまぐ ）で不註起穴まぎ ぇ— ;'-c,
'J 位、 。株 哲:>:. の間がくは40 

ぁる⇔ げてあ 11.. 収口は acre当り籾て

灰る ~J田宮咋直て作字は丙洒汗では水栢のmam seas叩

0 gantang 

cl; はられ、

で水裕の

long -

term typeのものか作られてし、るようである。杖 の調査巾 (4月）

恥t¥':ではSemporna

でに草支 5(l 

Island Settlement Scheme (Tawau凸`）

l --~2 本分 >rっし、 ［株字数 30本罰後てあっ

られた。

0 Sernpornaでは 3 ＂ヽ‘ヵ.-
•-

，
 

,L 
只
3

雨斌が比較的多い：）て、 この時期を中心として作 れるも OJであろり。
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Hi 11 riadiの栽培に さ九て嘉り、再工闘 (secondary

九るが、こ

Kendi nga Padi 

れる。 short--term ty区 て 4ヶ月で成熟し、収量は土埃や

収はに近く時には acre当り 50 0 gantang 友る

1・ ⇒、. •:, 

て作ら

父

ようで主る。

）に i• ウモロコジや芦科作物と~ 輪作または｛に作さ

なるか、水印］の

ることがある。こ I])瑳由は肥沃

地にのみ栽培されるためといわれる。この栽培様式が Shift ing Cnl tivationか

から水稲への移行の中間様式を示すもののように想像されるが、その詳細については調査てぎなかっ

た。近年、 Shiftir坦 Cultivationを行なう農式を開田地に移住させる計両が実施されているが、こ

の場合Kerldinga とつ している されて翡り、また水のない

れる点て水田より なことか注目されている。しがし現在この様式の作付

面積はわずかで、西紐岸のK叫 at,Kota Belud: および内睦のTenom など数地域に限られて袋り、

1 9 6 l年の農業センサスの時 2,400acre であったが、その後やや減少している。

4) 水稲に関す

Sabah (North Borneo)に芸ける Arll1ual証 port of the Department of Agricultureの

1 9 5 5 

ろか

ると、 19501.r代に裟ける あったか、 1 9 6 0年

• I~ 車容が拡充されて Cocoa,0 i l Palmなどにも力がそそかれるようになった。

L
J
 

、TuaranOJ cultural Research 

Centerを中心とし

の

① lnanam Padi Statrnn 

なわれてぎたが、ある

も行なわれている。

Jesse I ton北部の面岸に近い所にあり 雨後の洪水てし

'c"・, 
しよし~ なり、環境からい -oてTuar叩に近いのて, 1 9 6 0年から廃止されたc

Pa四 rPadi Test Plot 最初 ln叩amの予備的な Padi Stat ionとして覺足したか,lmnam 

となった。

③
 

Padi Test Plot Padi として、最籾Agr.Sta濤 内に設

けられたか、水利の便が悪いことなとのためKeningauに新し〈でぎた IrrigationScheme内に平

られ、 1 9 6 3年より試験か開始されるようになった，9

(1) (Fer ti! izer Trial) 

1954~58年の 4ケ年にわたり苗仇肥料試験が実施された。

1 9 f) 4、 55年の 2ケ叶実施し効果かないので中止した。硫安の施用試験（平方ヤード当り 2

オンス施用）は 1955~58•)卜にわたり行なわれ、年次、場所で結果がまちまちで十分な結論

が得られなかった。

Internationai Rice Commission (IRC) の勧告による

て lO liりド以上も各試験地および農家圃場て継続されてぎた。 ＜
 

1 9 6 5年ま

(N)の効果が認

められたが、燐酸 (p)の効巣は明瞭てなく, Tuaran ではNの効果も明らかてなかった。これ

はNを元肥としてりえたのでしばしば倒伏したためと思われる。

③ 肥料試験のうち最も効果か明瞭にみられたのはNの追肥試験であった。これは 19 6 1年に
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Tuaran で開始されたとぎから、

れた。

その後 1964~66年にわたり

1ヶ月のmain らeason水稀に acre当り N 30 lb 

ぅヽ Urea

れた。そこ

として信えると、平均 l2 0 gtg/ac, 約 20 %の増収になることか明らかにさ

この技術の普及び）ため 19 6 7年より main season水稲作に対する施肥

(3 acreの水田につき 1acre分の ）を開始した。な已マラヤにおい

ては、 ColomboPlanによる Soil Chemistとして日本から派遺されていた永打氏か、

1 9 6 1年の off seasonからN

かでない。

(2) 

Sabahに沿いて

ているが、それと

は西マレイジア（マラヤ）に依存しているが、

くから実加さ~れていた。

は明ら

(Variety Trial Sabah よび

-term V叩 （生育日数 17 0日以上）と

ら汎た。その結果 l叩g-term 1 9 

の初めから行なわれていたが, 1 9 5 8年から

吋1ort-term Var. に分けて更に

Short -term 6品種が奨励！品種として 19 6 (c「に脅表された。なあ入、 1 B 6 2年にはmedium

-term 9品種の試験か行なわれた。

1 9 6 5年に約20 0品種の一般マラヤ品種 (lmg-ぢよびmedium-term) か西マレイジア

よるマレイジア広域適応性試験の一部として導入され、 1 9 6 6年より試験か開始された。

別に 19 6 6年には、 IR -8を含む IRR

れ、このうち 7系統についてMal

翡よび IR-8-273-4がMalinjaより

1 5系統が西マV"ジア晨務省から導入さ

なわれ、 L::l--8 -188~1 

Padi Ria (l R -・・・8 -2 8 8 -3) tょ

Maiinjaと なく、

（汝lection) 西洒i号ぢよび内陸の 5disfrict 

品種Bong,}lon, Gantang, Lillingi, Sirnpa1窮anKm1ing に

り閲始した。各品種につぎ at randomに広く

虹ける

より 50 0穂 (1圃場 2穂）

種 75系統に向汰し、さらに 19 6 2年まてに 19系統にしぼった。 19 6 4 

な在来

1 9 5 4年よ

まず各品

に入り、 よいものを順次伍種して農家に配布したQ

lndo -Japonica Hybridの後氏検定

Cuttakの InternationalRice Hybridization Projectて作られマラヤに送付された Indica

とJaponica の交記種を 1954~5511こに 28種マラヤより導入し、 Tuaranでmass selection 

) Keni叫叩て pedigreeselection (系統選抜）を行な~ った。 mass select ionはF,,

叫代から pedigree se 1心 に移した 0 pedigree se l. ①脱粒難

大

これら

(3) 

知秤⑦強枠⑧早 熟③熟度幣一

1 9 6 0外．より

(Cultivation Triaj) 

ある。

なっている。

苗 はageと作季の関連試験が行なわれ (1955~57)、旱槍より苓そ梢か

成紹よく、紐付時の苗令は芭代日数で 35~601] られなかった。
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、『にJ

くから直点的に行なわれて彦たが、 staff 

乙、ずしも—t分な成果があかっていないよ

試

に思われる。これらの点につtヽて

(1) 研究スタッフ

研究熊力のある第 1線の研究員

る3 

に不足していることが目立つ。この原因とし

Research Officer (R. 0.) 緑の数が少なく、しかも少くともオーストラり叉

ニュージーラ｀／ドの大学に留学したものでなけれはなれないことで主る。第 2には英国人の引あけ、

ぅ0ff icer級の人事移勁が蓉わめてはけしく、専門家が少ないことである。

(General Agronomy担当Officerか2年間に 8人変:)て、行政職に移った）

く、 しか くて、研究計画(i')

8に Officer

なわれに

ある Assist叩 tAgricultural Officer (ょ1¥..A. Q) の騎がR.O。より

少なく、その下にいる A.A.、および J.A. A 級の人は単独で研究をまかされることはやや困難で

あるから., 試験研究を分加し、試験の設計ぬ実詞。とりまとめを打なえる能力の友る

栢がとくにうすいことが間題である。

ヽ

、
う、一

）` 上述のような研究スタッフの構成を反映して、試験はTu..'lranの A,R. Cこ におい

てられ、各試験地または農家圃場でA.A. や J.A夕人が設計通りに実詞し、その結果データか

A. R. C. に送られてとりまとめられる方式がとられる。したがっ

明確

② l 9 6 5年まで

となる。

し、デ
' 

かく物分解調査などがぽとんど行なわれていなかっ fここのことはデータの阪主とめに当って考’

察が不十分となり、次の試験への発展性が少なく℃ 木翫嬬な場合試験を毎年同じ設計でくり返して

いるにすぎない結果となる 3

⑧
 

病虫害、人的

人員不足のため、設計実施さ

データが出なかったり況そ

うち乾ばつ、洪

る場合がしはしば

みられる Q

(3) 稲作技術の閉題と試験研究課題

① main season 水稲栽培技術の改善が十分てないので、この面で

る。それにはまず、主要品種の生育相、肥料反応等を明らかにずるとともに勺

はかる必要があろり。

② 二期作については、数年の栽培試験を試みただけで、拮礎的データのほとんどをい状態て政策

なう必要があ

的に普及が垢し進められたことは、やむを得ない点もあろうが、

る。

ぞまれ

⑧ 二期作の導入にともなっ（、労力不足が予想され機械化の奨励か行なわれているが冷これに対

応して二毛作田に裟ける、 main, off両 seasonを通じた磯械化作業技術体系の確立か必要にな

ってくる。また、これに関連して機被化の前提として農道の撃備、用排水路の設置等の圃場詰盤
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•·;, 
辺し’

水干 くの間題か土じ~よ L 

つ t 、ヤてはこれ~ま どなされてしヽないかますその実態をi]jjらかにして

間均点を『[fl国し、

TmiranのA.R. C. には 2名り）日 協力隊員が駐在して、

れ，ている。しかし、現伏では単なる尻t力に止まり、

氾゚）改否に閃ず られにく

標に対応する重屯研究課題の設定とそれによる年次別研究計両の立案、

ついて、総合的な勧告がで蓉、それが受け入れられるよう

のそまれる。

応？おユ、 T113ranのほかにKota Bel国のAgr.Sta, 

られる。研究目

研究施

2名駐在し、と

＜ 

Agr. 

（展示圃

の J.A唸 A.

含む）にめさましい成果をあけているか、その処過は

って、そ 生かされにくい面かありもまた

臼舎かぎわめこ氾i木で、 1迂江an に比へて不公平なことが間題にされている。店し（パ~olombo

Plan 等による技釘~芦が派置されるよりにな

でぎるよりな百じ慮かし）そまれる。

協力隊はその指導のもとに滋

3. Oi I P a I m (j由やし）

Sabahに翡ける Oil Palm栽培の歴史はわすか l0年にすぎない0 l 9 5 8 Lahad 

(Taw au省）のDarvel/P,dこ紅いMostynEstate (North Borneo Timber Ltcしと Theしonmo丘

Wealth Development Corporation -—英連邦関発公社との合音〉に垢いて経済的栽培が始まり、

それ以前旦＄叫狐叩及ひTuaran られていたたけである。そして 19 6 0年にはMostyいの

1. 0 fi 0エーカーとなり、 1 9 6 l, いからはl,abuk r i ve r河Clに大 estate が含足し

らに北ボルネ l 9 6 0年""1964外開発 5ケ年叶画によって、 Settいment Schemeか実

尻U.芯オして（これはMajorSchemeとMinorScheme その大部分は東海

学にあって 0』 Palm の放培か中心てある。） 0 il Palm の作付は急速に増加し、 19 6 6年には

I±8, 0 0 0 a C に達した。一方estate の作付もふえており、 の各所に新梢がみられた。このよ

りt:Oil Palmの設困な増加のうらにはMalaya(西マレイジア）に羹ける0ii Pal 

がりかかわれる。即ちMalayaて口、コムに代る輪出商品作物とし-coii Palm の増殖に力を入れ、

立として estateによる Oil Palmの作付か進められ、 1 9 5 5年独立当時 10万 acre(戦罰 8万acre)

であったものが I9 6 7 f[: ・25万 acになり、 19 7 0年には40万 aC に達する見込である。

究の面ても Department of Agriculture のほか、 Harrison& Crosfield Co. のOilPalm 

Researc.h Station や大 estate て活発に行なわれ、技術者、研究名の数応 Sabahで

X口Jt, • らマラヤ

の多くは内マレイジア

適j:也： Oil Palm 

ある。

う所が大ぎい。現在の Settlement SchemeのMmu1ger

るが、雨 2, 0 0 0 ~ 3, 0 0 0節窟程度でしかも年間を

泊して平均している）］が収遺か高く、 3ヶ月以上応乾期のつづくような所は不適当である。 Sabahはこ

の点Malaya とと心に乾雨期か不明瞭て、気晶の変化も少なく適地といえより。土地は平坦かゆるやか
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0%〕

8仕まではMa i dura ty1文ぶ喜入苔れでし、

さ ぎらに I9 6 

われ、ここ 20~3 

9 6ら2年の閂

現右丙

:¥, 芍 l,.,a .. avsia ダ 』 ヤ

. '・ いよ、

勺、 30 %臼に上昇ずる定のと期仕~されてし、か

Sabahに上げ

Palm B Pいgranun が 19 6 3、年に

足しだ:,,,. 応加か多』？裏・スくれ、

高収醤

れた。滉在も送付帥「の育胃ち

｛「「る交靴そのものは行なわれていをいe

Oil 

れさ・西マレイジ，戸ぢ.tび閃'『 77リカの協力の附と

6 G外に西アフリカ“両マレイジ

左 Sabahに

l rn (! 〉種 しに〈いことてよく知られ了-菜ゃり念古くから参〈 含九

しiる。一時仄く用＼ヽら}L、ていた砂床発芽江に代って湿熱江 (Wet Heat Meth凶） fバ行なわれ吝

-,13 -



らに乾熱法 (Dry Heat Method) かそれに代った。こ 1 8 %にして

3 8 ~4  0℃に 40日処理後、水分含菫を 21-・・22%にして、さらに常氾 (28~30℃)で 30 -✓ 

4 0日放謹ずる。発芽率は 85~90%である。

育苗は prenurse巧と⑬in mU"scry る。 prenurserv では小ホ リ゚袋 Cl 5噂 X 2 2虚）に土

懐をつめたものを木粋フレーム中にならべ、これに他芽種子を梢付け、日復いをして育苗する。発芽後

生育の進むにつれて日覆いをうすくしてゆき、 4~5葉（播種後4~5ヶ月）になったら main nursery 

に移植する。 mainnurseryには大ぷリ袋 (37. 5 cm x 5 0 cm)に土をつめた polybagnurseryと圃場

を用いる fieldnurseryとがあり、どちらも一長一短あるが、水の供給の便のある所は polybagの方が

定植厨匝）植えいたみが少なく労力上も好ましい。水利の便の悪い所では fieldnurseryにせざるを得な

いが、定植に適期をはずすと植え傷みがひどく、著しいとぎは梢えかえを要する。我々がSabahて見た

5ヵ所の oil palm栽培地のうちで、 3ヵ所は polybagrrursery (Klias, Sungei Ma叫 ;;i, Borneo 

Abaca)他ぱfield nursery (Lormalong, Semporna Island)であった。

本圃定植は播種後 l2 ~ 1 4ヶ月ころである。栽植の様式は

通常 9mx9mの正三角形植（千鳥栢、右図参照）、密度は

acre 当り 56本である。植穴には rock phosphateのみ 1本

当り 4~SOZ与える。 polybagn. の場合はそのまま植穴に入

れてから,Kリ袋を切取る。 fieldn. では剪葉後上ごとていね

いに堀取って麻袋などで根を包んで本圃に運び、麻袋をとって

植穴に入れる。 Sabahに捻けるOilPalmの新植は多く密林を

切開いて行なわれる。

まず、経済的価値のある木を切り出してから不要な木を切倒

し乾燥後焼払ってあとを整理し（やけ残りの大木や切株はその

まま）、 CoverCropをま〈。 Cover Cropとして次のもの

が用いられる。

① Pueraria phaseoloides 生育が早く初期の日蔭の少ない

時期の cover cropとして適する。

7am 
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cover crop 

② Centrosema J.)l1bescens Pueraria より生育旺盛でないが、日蔭につよく長期間生育する。

@ Flem ingia congesta 初期生育は沿そいが、生育すると密な coverを形成し、放闘すると 3m

ぐらいの草丈になる。しかし刈込みにより controlでき、またPueraria と混播すれば草丈の伸長が抑

制されて刈込みの必要がない。根が深くて soil airationの効果が大である。

通常 acre当り Pueraria3 lb, Centrocema 2 lbを混播するが、場合によりこれに Flemingia し/2

lbを加え、またPreraria のみ 4lb まくこともある。播種はOiI Palm の植付場所の中間に 3条

（条間 15 cm)に条播する（図参照）。

植付後は除草・施肥・病害虫防除・排水等の管理を行なう。 Sabahで各所に見られた害虫は bagworm

（ミノムジの一種）であり、一面に喰害をうけ葉が変色しているのが飛行機からも観察された。この対

策として寄生ハエによる天敵防除が行なわれている (Lormalo虚 s.s.)。

収穫・加工：現在生産年令に入っているのはMostyn EstateおよびBorneoAbaca であって、両者
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'も＇と れ、前者は l9 6 3年、後者は 19 6 7年から操業している。

0 i! Palm 紅樹幹より出る大ぎた葉の葉腋に花房がでぎる。雌雄異花房でその割合は ty匡こより

異なる。 H卜に出る葉の数は 20~24.枚て、花厨は 6~8個つくのが普趙てある。雌花圧か紺；'j(Lした

果房の収穫のために、邪魔にな なう。 l り 5~1 0kg、成木て

20~35kgてあり'1呆房中の果実の熟期は 16~ 2 0日の巾かある。果房

謁ずる試験成績はないが、経験から呆房の重鼠 1 玉ンド号り 1 個の果実が地上に落ちたとぎ~（例えは、

4 0 lbの果房なら 40個の果実が地上におちたとぎ）が油含鼠が最大で free fatty acid (f. a. a 

遊離脂肪酸）か最低となり収穫期とされている。 0ii Palm の中果皮にある油脂 (palmoil) 

は適熟期を過ぎると急速に f.f. a. か増加し品質が低下するので、収穫時期の決定は非常に電要であ

る。国際市場の標準では f.f. a. は5%以下となって捻り、それ以下では 1%ごとに価格に Premium

がつく。現在の油脂加工技術ては、油脂の lossを出さすに f.f給年を除去することは容易であるが、

f. f. a. か5%以下であることは他の泊指特性応好ましい証ことなるので、 palmoil 

を示す基準になっている。

Oil Palm園では最も璽要な作業てあり、しかも多く

の作業計画のもとに、鮨苓よく推める仏要がある。逍常 Plantation 内を

る。したがって、一定

中心として 50 

acre ぐらいの blockに区切り、 3~5年木で 25 acre, 5 ~ 1 0年木 35 acre, 1 2 ~ 2 0年木 25 

acre, 2 0年以上20 acre 当りそれぞれ i人の人旦を配置して、一定の区域を 7~ l OEー｝霜ぎにまわ

って収かくする。このため前述の収穫適期泊りては適熟期をすぎてしまうのて、通常 i果房て最少 10 

~ l 2果実が落ちているものを基準として収穫している。収穫は若木で果房か地上 lm以下の場合は

Chisel か用いられ、それ以上3mぐらいまでは ax(斧）、 それより高いものは竹の先につけた鎌状o・i

Knifeを用いて果房の根元から切取り、落下した果実とともに連慰路に連び出す。これをダンプカ

で集めて、できるだけ旱く工場に連んで処理する。

果房は年間を通じて't産されるが、時期によって差があり、 peak の月には年間生産量の l2. 5 % 

（平均月産割合は 8.3%で区akの月のシ令）である。匹ak の月内でも生産量に変動があり、

日は成熟が袋くれ、降雨・睛天日は促造する。したがって、収穫＾輸送・加工の計画には融通性を

もたせる必要があり、また収穫の間隔をあまり固定的にてぎない。例えば、果実が急速に成熟する協合

は収穫回数を増し、労力企工場稼動時間をふやす。この場合工場の加工能力か収穫能力を規制する。ま

た、果実かゆっくり成熟する場合は、収穂虹墨tを定とす。この場合工場の効字の点から、収穫・加工を

数日間中止する方か有利なことがあり、収穫人具は剪葉、工場人員は工場の管理・補修に使りことなど

が考えられる。

acre 当りの収量（通常生果房 fresh fruit bunches - f. f. b. で示す）は植付後 3~4灯．で

4 ~5 ton, 5年 7~8 ton, 6~9年 10 ~ 1 1 ton , 1 0年以降漸減し、 20年で 8tonである。

f. f. b. 当り 3~4年木で 12~14%、 6~7年 18~19%、8年以降 20~22%と

なる。またDXT tyi:ieて20~21%、DXp ty区は 22%である。 acre 当りの油脂生産量は成

木で約 2tonとみてよい。

Mostynにある工場は、 OilPalm 栽培とは別経営 (Mostyn Oil Process Ltd.)になってお

り、現在月産70 0 tonの油を生産して、油送管て近くの海岸に送り船積している。ここの施設は 1時
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がすCに結だし~てしさるい、

尻在Sabahにおュ&]'る Oil l'almグ栽培技術は西マレイジア(,う技術かそのま差受入れられているにず

介，冒なっとこし、ヽ
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IV1alaysia"を bookとして使用している。こ勺本自体がま らとす＼，、

多く苓急くの未知の間題点が残されている点を指摘して古いごらに Sabahに

Jヽ
9
・
>
 

1

5

 

?
,
J
 

？
 

ヽ ］名
~·!'- て

'
 

J)あ、応

なら(!)を記け1:,と~ 次J) りであ，`吝;D 

(cover crop 

a雰と

（廂肥の位置．・方法 s

樹の

Pat !emとの関係の明確化（作業計画立案上必要）その他成木の管理法

葉~ • 土度の養分レベルと環境念時期

溢 age• 収慎と

②生坪的面では、樹こ環境との蘭連、生育・収量に影響する factor の解析などにより

肥料(!,)使用江し花芽の企育、結実の四性、水分の役割などの重要性を認識するのに役立つ。

③ 

出Plant

る factor を解明する必要があり、そのため実験的に油脂を測定する小規模の抽

そまれる。

を広げるための村料の積梃的な導入とそれを活用した大規模な育種計画によ

る

,t 
土t
 

の間作~ 鯰

まり間題はないが、栽培投作との閃係につい

の診断法と対策についても研究を要する。

と、その植物体に対する長期的な

加工面での蒸熱法成油脂批出江

しも主

土地科用面で

油脂の新用

げられる。

Cocoa (ココア）

Salnhに苓けるココアの栽培の証史は 19 Ei 0 

Development 

たり

冷
1 9 5 6年にはずでに Colonial

ion (C. D, C.) により 13 5エーカ

われている。元来ココア

られたか、それ以前数年にわ

し 土嬢は排水よ

(保水力があって肥沃なことが望まれ、気候は年間を通じて 25~c3Q℃、降雨量が年間 2.0 0 0 m煎炒

していることがのぞましいぐ, Sabahでは雨季乾季の区別が明瞭でなく、気温の変化も少

はめぐまれているが、土斌についての適地検定が行なわれたのである。

る西紺岸のトアラン (Tuaran)の河川沖積土嬢では地下水位が高く排水不良で生育か

悪かったか窪東海岸の排水のよい、表土の深い玄武岩土嬢では成績がよく、 Tawau 近くの Quoin

ないの

Hill に l9 5 7年に Cocoa research stationが設立されて苗の生産を開始してからこの附近一帯

り、 l 9 5 9年にはC合 D令 C をしのぐ面積 (72 7エーカー）となった。その後

Tawau省にわける Cocoaの梢付は順調にのび l9 6 5 5,8 0 0エーカーに達した。 Tawau

以外では、 Sandakan に 40 0 ac、Tenomに70 a C~ 程度作られている。 Cocoa 恥an (カカず豆）

（う生産は I9 6 0年頃より始まり（ 4年）輸出量も次第に増加している。
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9 6 3年 9本格的な育屑訂面が実廊芦れて

なさずしている。 Uprx立 Alnazon とNanay

等 L D. A. x .Amelm記do, lしAク
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種子は大粒て応い()flavour (占気） tも-:)({)')消予岱て硯仕栽t言一ざ、}Lてな
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色は品種によって呉左り口 ら黄紅塁 どあり。 〈Shell) ピ割ると中に戻

因につミまれた種子（―[知叩）か並んている。こ、つ種子を

とい＼これを出荷する。一本の木につく rxrl

110d当り種子数も同様に変異多く 100~200

要する果実数は 10前後である。

ココア果実は授精後 1'70日栓度で成熟ずる。収かくは鎌伏の）一,(フを

3日放謄後、果皮を割って種千を取出し、醗酵用木籍（深さ 90虚でたてよこ

ェ乾蝶したものをCocoa 証an(カカオ己）

だり 20~5 0果や

（山ybean) l出を工産『るに

生種子が i

トン内外入るものが普通）に入れ、玉リシート、バナナの葉等で密閉して 48 

性微生物の作用で果肉中の糖がアルコール醗酵し、温度は 47℃程度に上昇する。

余分な水分を排水する。 4.8時間たつと、攪拌または他の木箱に移して通気をはか

1日虹ぎにくり返ず。こ

~8日ごろになへて

または火力乾燥によって水分 6%に乾燥ナる。

入れ、出荷する。

将来且：ココアの価格は戦後苫しい変動を

I 9 5 0年まで

るにつれ西アフリカ

り始めると

（アントキアン）が滲出する程度によって判定する。

アルコ

estate によって

ピニール袋・

し~l 9 6 0年には生産は 11 5万ト

これは生産の著

8 0万 1-ン台に回復し、たかったが泡そ

り

1

6， 
た

0

ま日

なる。

と種子は日乾

1 3 0 lbづつ

している、即ち世

1 9 6 4年 15 0万

トンと急増し 19 6 5年 12 0万トン、 l 9 6 6年 l3 0万トンと多少下った。

現在西アフリカにおヽげるコ

で極め

のエーカー当り

てゆくには acre 当り 1,0001

は机付後の年数か若いものが多いの

4 0 0 lb前後であり、

とんどが estate 型式の

0 I b 
/—が

＼りし、

みて泣ロコ

とされる。現在サハに袋けるココアの acre 当り収量

l 9 5 8年植では 600~700lb、 19 6 0 

かなりの収量かみこまれよう。サバに苓けるココア栽培はほ

ヽ
ゎ
y

技術がさら

される。

されれは、西マレイジアと共に西アフリカに対抗するココア

ま

なることが期待

注1) カカオ豆の価格は戦後壻しい変化をとけた。戦時中の ton当 IJ3 3£(ホンド＼から l9 4 8年

2 0 0£(英国輸入価格）に価格か上り、 l 9 6 l年まで高価格i)つ＼いセため主産だまぃ.;たか符

費増が伴わず、在庫がまして 170~180£に下落した。 1964/65には大豊作て l9 6 51:l 
中頃には価格は lO O£ 以下におちた。この低価格は泊費を剌戟して 1966~1967年にかけ

て恙しく消昔かのびて在庫がな〈なり 19 6 7年には価格か上り 20 0£ をこえた。このような価

格の変動を少なくし、生産市場を安定させるため F.A. 0. を中口に国祭会試が度々もだ虹ている.. 

注2) Cocoa面閲設に要する資本コストは acre 当り 22 5£ てあり、 acrP 当り収鼠を 700~750
lbとした場合の生産コストは ton当り 125£てちる。カカオ，;,の売価左 ton当り 20 0£ とず

ると資本に対する収益ふは 11 %てある。他の作物と競争するにはもっと収益率を高める凶ザあり、

それには収量増か必要で 1,00 0 lb/acre程度かのそまれるぃ（じocoa and Coconuts in 

Malaya (l 967) t. s. p. よi)弓i用）
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ぐ屋根かかじ['';)れるよ？に閲閉式になってしヽ る。平^

l Omぐら

忍（；~）は麻袋につめ

スコ

る。酔

,}'. カ乾燥 する）屯一部臼なわれる。

はRhinoceros Beet le ( 0  ryctes rhi110ceros) という甲虫

で長さ 4噂ぐち んで時には杞死させる。こ J Palm, 

sagり図!mその他野生の palmに心寄生ずる。防除はBHCが効果かある。
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-1 5,6 6 3 
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4 5,4 0 0 

4 7,8 0 0 

4 8.0 0 0 

4 7, 7 0 0 

5 0,6 5 0 

7 8,8 5 5 

8 4.8 0 0 

9 1,0 0 0 

9 6,0 0 0 

l O 0,0 0 0 

1 0 4,5 6 6 

l 1 3,8 9 6 

0.9 8 

0.8 5 

0.9 0 

0.9 9 

0.9 9 

1.2 8 

1.3 9 

14 5 

12 8 

1.4 3 

L7 4 

0

0

8

 

4

4

0

 

．

．

．

 

l

l

l

 

6,2 7 0 

l 5.5 6 6 

l 2,5 6 5 

3,657 

1 5,2 1 1 

2 0,7 0 0 

1 6,3 0 0 

1 1,4 1 5 

l 6,0 7 2 

1 4.6 4 

5,3 4 7 

2 6,6 4 5 

2 5,2 2 7 

4 9, l 6 4 

6 3,7 l 9 

6 7, 1 8 2 

5 9, 4 2 l. 

7 9,6 7 6 

6 7.9 0 0 

4 4.7 0 0 

3 3,5 7 3 

3 2,7 6 4 

2 4.5 1 3 

l B 

1 8.3 2 

4.3 9 

2 4.6 5 

3 4.0 4 

2 5.1 6 

J 5.2 3 

3 4.6 0 

1 0.0 

8 6 9.6 

5 3 9. 6 

2 0.6 

2 0.。

2) Coffee 

Coffeeの栽培種は次の 3種が知られて沿り、 Sabahではこれらがいずれも作られている。

① Coffea arabica : アラピカ種、東アフリカ直産でアラピア、アヒジニアて作られ、 1 7 0 0紅

ャワ、 l 7 l 2年・セイロンにら作られm さらに l7 2 2 1rf, l 7 7 4年プラジルに入い現在世

界cゃ）コーヒーの）＜泡分を占める。 Hemileia病に弱い。 してしヽ る。

② Coffea lib-,rica, Bull : リベリカ種、槃か大ぎく、花か年中さく，，果実か大き〈果皮芦中皮

. 1恥反とも国(、 Hemeleiaに位い。よく:J育すると多収こ長乃雙干害に

か安い。西アフリカのリベリア原産て熱幣アフリカ、イント、セイロン、ジャワ、ブラジル、マ

カスカルに作られる、:低地にも作られる。

③ Coffea robusta, Linden: ロブスタ種，アフリカコンゴ原産でジャワ、スマトラ、ふ トリニダ

ート、インドに作られる。ゾャワで始め されだ。標高 60 0 よく、 リベリカ同

様詞どに強く、石気がアラビヵ種の如く高いか収量か少ない。

Sabal1では東海杵の Tawau, Lahad Datu (Tawau省）恥よび Tenom( ）にロプスタ種

虹よび少賃のリベリカ種の plantation(Srnal !holder)かあるほか, Ranau (西海岸省） の標

高 600mの山地にアラビヵ られている。 19 5 0年伐の Coffee

地て l8 8 0 acre, 高地で 45 0 acre の作付が友った。

とくにTenom の栽熔技術は高くヤ とげのないMimosa

がCoVlぷ r croμ に使われていた。収量はロブスタ、 リベ

リカで ac詑当り 6pikuls, アラピカで 2pikulてある 0

生産された Coffeeの大部分は地方の市場て取引される

か、内陸の Keningau,Tenomでは余剃分を西靡岸に移
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出していた。その後Coffeeの価格が下落し C1958~60年） Tonomでは管理か阿くなって

berry -borer (j_)害をうけたりしてだめになり、

rubber に移っていった。しかし、東海罪

では地方的にロプスタより価格のよいリベリカの

生産が減少しない。

Sabahでは Coffeeは一方で輸出され、一方で

輸入（主として Irrlonesia)されているが、最近は

輸出が減少している。 19 6 3年ころから価格が

上昇し、一方ゴムが低価格なことなどから、生産

は徐々に増加の傾向にある。な :t~Sabah では農家

でも生の Coffee豆を購入して自家で炒り、石ぅ

すでついて粉末にし、煮て砂糖を入れ日常の飲用

に供している。

3) Abaca (マニラ麻 Mani la hemp) 

6 

7 

5 8 

59 

l 9 6 0 

6 1 

62 

63 

6 4 

65 

Coffeeの輸出入

ton) 

6 l 7 604 

383 320 

1 8 6 78 

253 l O 9 

230 1 8 2 

1 8 1 5 6 

l 9 0 6 

4 7 8 2 5 

323 5 

2 7 9 4 

Abacaはマニラ麻 (Manila hemp) としてフィリァビンの生産が世界的に知られているか、

Sabahでもかなり以前から栽培されている。赤道附近の台風のない雨屈の多い肥沃な抹水良好地か適し、

とくに干ばつに弱く、乾季の明瞭な所は適しない。乾蝶か 8ヶ月ぐらい続くと生育か止って弱り、 4

ヶ月もつゞくと枯死すると云われる。 Sabahでは

Ta,vau (東海岸）近辺の玄武岩質上嬢に栽培か限

られ、 the Common Wealth Development 

Corporation (C. W. D. C. 英連邦開発公社一ー合

併前は the Colonial Development Corporation) 

の支配下にある BorneoA baca Ltd. (B. A. L.) 

によって栽培から加工まで一貫して行なわれている

（一時同じく C.W.D. C 系列のMostynEstate 

Ltd. でも作られた） 0 Sabahでは 19 5 6年以降

栽培面積が徐々に増加したが、 1 9 6 5年以後価格

の低下のため、作付が減少し、 Oil Palmに代り

つつある。 B.A. L. は戦前日産農林か経営してい

た久原農園が接収されたもので、 Abaca およびゴ

ム園が主体であったといわれる。

abacaはCorms (球茎）によって増殖される。

年 次

l 9 5 3 

54 

55 

56 

5 7 

58 

5 9 

1 9 6 0 

6 l 

62 

63 

64 

65 

6 6 

67 

栽培面積 I 輸出量

3,7 9 6 ac 1,163tor 

4.2 3 5 1,8 7 6 

3.7 1 4 2,8 1 5 

3,4 7 8 2,0 6 7 

3,6 9 5 2,8 7 1 

4,052 2,4 0 0 

4.1 5 9 2,6 7 9 

4,4 3 1 3,7 4 6 

4.5 0 0 4.1 1 5 

4.5 0 0 3,3 8 2 

5,0 0 0 3.6 3 8 

5,1 0 0 4.0 2 4 

5,6 5 6 2,5 4 8 

5,4 3 1 3,2 0 8 

5,0 0 0 

Corm の梢付後、表土の浸食防止に翌科の葡伏性被覆作物をまぜまぎずるのか普近である。未成熟

のAbacaは毎月 StripWeeding をやる必要がある。成熟したものでは年 4回除草に Sodium

arseni te を散布する。肥料は、 Estateの試験結果から窒素質肥糾と石灰の施用が収鼠の増加に効

果があり、長期間にはその施用が経済的に有利なことが示されたが、現在、施肥は通常行なわれてい

ない。
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' L0ffi0!1 "M叫 r” 

11 "Vi !la -Franca" 

ま にある多数の万、統につき再検吋をして保存、 明らかにしている。例へば在来種では

Papar district の中囚人農家から多数の Citrusを導入してその選抜をやり良いものは登録して残

している。栄養繁殖の面ては果樹の切校の発根に対するmist -propagator の使用法は芽つぎ苗を

間場に檀付けるまで polybag中で育成するのに土酸を
果樹作付面積 (acre)

用いない混合物（もみがら、小礫、肥料）の試験、苗

木の長距離輸送試験等が行なわれた。
省名 ： 1 9 6 6 l 9 6 7 

Tauau省 1.4 7 0 1.5 7 0 

Sarrlakm省 1, 1 3 0 1,3 2 0 

西海岸省 3.4 4 5 3,7 3 8 

内陸省 3,0 1 7 3,509 

Lab皿 n 2 0 0 2 5 5 

計 9,2 6 2 1 O, l 3 8 
8) Vegetable (抗菜）

市場出芸は都市近郊の中国人生産者の手中にあり、さやいんげん、はくさい、青菜類、 トマトなど

か生産されている。最近は需要がまして、 Tenom から西海岸主要都市に鉄道輸送されている。

これらの耐高品性甜菜に対して温帯薩菜である Cabbage,Potata, beet - root, Kohlrabi, 

lettuce, leek, Carrot, FrPnch bean, tomato (高級品）は従来殆ど輸入されていたが、これを

自給するため、 Ranauに近いKundasan (キナバル山の山腹のゆるい煩斜地で標高 4,20 0 feet の

高令地）に theHigh Altitude Experiment Stationが 19 5 5年に設立され、試験が開始され

た。その結果大部分の温帯競菜がよい生育をすることが明らかになり、この附近一帯に栽培が奨励さ

れる一方、西海岸都市への輸送の為の道路建設がなされ、 1 9 6 0年にはCabbage, tomato 

lettuceなど 10 0トンが Jesseltonその他の市場に送られた。さらに道格の改修と［げ信の増加で、

1 9 6 4年 70 0 ton、 1 9 6 5年 32 0 tonがTuaran, Jese I tonに輸送された。政府は

Kunda san -Tenom pok地区を甜菜生産の水久基地として安定させるため、疏菜栽培用の terraceを作

るのに acre 当り 20 0ドルの補助金を出すことにし、 1 9 6 4年には 14 2 acre が、その対象に

なった。これは一つには疏菜農家が栽培を何年か続けて生産がおちると、新しく森林を開いて畑にす

るといった ShiftingCultivationをやるのを防ぐためもあった。そして、試験場ではParmament

terraceにおける地力維持のための輪作栽培および施肥法の展示普及につとめたが、賑菜の価格が安

いため、農家は肥料に金を出すより shiftingCultivationをやりたがり、あまり普及しないようで

ある。

抗菜の試験結果などから奨励品種になったものを示すと次の通りである (l9 6 0年）。

Eng I ish Cabbage 

Yates'A I !head 

Yates'Bal !head hybrid 

Yates'Jubilee hybrid 

Burpe忍 0.S. Cross. 

Chinese Cabbage ... Yates'Pe Tsai 

Celery---Suttons Self blanching 

Leeks ... Yates'Musselburgh 

French beans . • • 

Yates'Chanadian Wonder 

Capsicum ... 

Yates'Californian Wonder 
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Carrot ... Yates1 Manchest汀'『able 国ichingOnion ... Taki is Kyoto 区arket

Lettuceぶ..T叫disF虚 ujuNo. 1, YatPs1 Bo1mv Be;;t 

Taki is'Fukuju No 

1.'aki is I Akafuku No, l 

11 Im因 rial847 

Peas ... Pur区 es'DwarfGray Sug?ir 

られている品種は次の逍りである。

English Cabbage : Yates'Market Hybrid & Ball丘孤

Chinese Cabbage : Taki is'chee -H② 

Leek : Yates'Mus如 lb疇

Carrot : Bur区 es1Goldi心 rt

Sweet Pepper : B11rpees1 California Wonder 

Lettuce : Yates1氏 nnlake, Burpees'Im区 riaI 8 4 / 

最近 (1966i卜）日本から ChinesP Cabbage, 

が輸入され、晶質1est がなされている。

k叫asan 地区~では、年の始めごろ

ことがあるので、農業局で種子を空輸で輸入して、 Tuaran

ish Cahba窓， hybrid tomatoの種千

ぎないため野菜の供給か制限される

している。

おける＇［『虫の主なものは Cutworms (根切り虫） (Agrntis Spp.)沿よびDiamoml~~ 

back moth (Plutel la mac u l ipern1i s)てある。とく "c その防

除試験が Div. で行なわれ、初期の Fndrin後期の だま父

も杓ノ

Derris乾根 50 gr /1 lの溶液が効果あることが明らかにされた。

North Borneo ; Annual 証 port

1956•-✓ 1962 

Dep0:rtment of ture for the year 

" , Census of Agricul tere l 9 6 1 

応 port on the Census of Population 196 0 

Ann叫 Report for the year 196 2 

Department of Agriculture ; Policy onじr① s and Livestock. ぐfesseltor~June 1962 

State of Sabah ; Sabah Development Plan 19 6 5-19 7 O. Jessel ton, l 9 6 4 

' '"  Annual Report of Department of Agriculture for the year 

l 963~1965 

＆曲h in B def l 9 6 6 

ふbah since M叫avsia 1967 

Federation of ; First 

Department of Statistics, Ma 

1967 

Plan l 9 6 6~197 0。 Kuala Lumpur, 19 6 6 

Statistics of External Trade 19 6 6. Jesselton, 

Monthly Statistics of Sabah. July 1967~Mareh 1968 
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